
は
じ
め
に

　
二
〇
一
七
年
、
ロ
シ
ア
十
月
革
命
百
周
年
を
迎
え
た
世
界
各
地
で
は
、
学
術

専
門
書
や
関
連
書
籍
の
出
版
、
各
種
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
が
見
ら
れ
た★

。1

し

か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
研
究
者
の
努
力
に
反
し
て
、
日
本
の
一
般
社
会
で
の

ソ
連
史
へ
の
関
心
は
高
い
も
の
と
は
言
え
な
い
と
い
う
。
ソ
連
史
家
の
富
田
武

氏
は
続
け
て
こ
の
理
由
に
つ
い
て
、
日
本
の
ロ
シ
ア
・
ソ
連
史
研
究
者
が
「
日

本
あ
る
い
は
日
本
人
に
と
っ
て
ロ
シ
ア
革
命
と
は
何
だ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題

を
立
て
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る★

。2

そ
う
し
た
問
題
を
正

面
か
ら
扱
う
に
は
、
特
に
戦
間
期
の
日
ソ
関
係
史
の
研
究
が
鍵
に
な
っ
て
く
る

だ
ろ
う
。

一
方
、
近
年
の
研
究
動
向
を
一
瞥
す
る
に
、
戦
間
期
の
日
ソ
関
係
に
正
面
か

ら
焦
点
を
当
て
る
研
究
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、ソ
連
崩
壊
後
、

従
来
は
西
側
諸
国
の
研
究
者
が
使
用
で
き
な
か
っ
た
大
量
の
ロ
シ
ア
側
史
料
が

公
開
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
史
料
状
況
の
改
善
は
、
日
ソ
両
方
の
視
点
に
基
づ

い
た
実
証
的
な
日
ソ
関
係
史
研
究
を
可
能
に
し
た★

。
3

代
表
的
な
成
果
と
し
て
、

富
田
氏
に
よ
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
や
麻
田
雅
文
氏
ら
に
よ
る
論
集
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る★

。
4

と
は
い
え
、
先
行
研
究
の
多
く
は
政
治
・
軍
事
・
経
済
と
い
っ
た
側
面
を
扱

う
反
面
、
文
化
面
に
つ
い
て
は
十
分
に
検
討
し
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ

る★

。
5

冷
戦
期
以
来
、
日
ソ
関
係
史
に
つ
い
て
、イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
背
景
も
相
ま
っ

て
、
そ
の
対
立
面
が
強
調
さ
れ
る
あ
ま
り
、
一
九
二
五
年
の
日
ソ
国
交
正
常
化

後
に
進
ん
だ
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情
報
の
豊
か
な
交
流
が
見
落
と
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

こ
こ
で
日
本
と
ソ
連
と
い
う
東
ア
ジ
ア
の
地
域
枠
組
を
越
え
て
、
同
時
代
の

世
界
史
的
な
背
景
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
そ
の
問
題
は
深
刻
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
欧
米
の
研
究
で
は
、
ロ
シ
ア
革
命
が
世
界
規
模
で
与

吉
川
　
弘
晃

秋
田
雨
雀
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
経
験
（1927

）

　—

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
カ
フ
カ
ス
旅
行
に
お
け
る

　
　
西
洋
知
識
人
と
の
交
流
を
中
心
に—
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え
た
価
値
観
上
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
ロ
シ
ア
と
各
地
域
を
結
ん
だ
多
く
の

知
識
人
の
文
化
活
動
の
役
割
の
大
き
さ
が
、
国
際
共
産
主
義
運
動
と
の
関
わ
り

も
含
め
、
改
め
て
関
心
の
的
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る★

。
6

無
論
、
ソ
連
史
家

の
池
田
嘉
郎
氏
の
よ
う
に
「
ロ
シ
ア
史
と
い
う
縦
軸
」
に
従
っ
て
ロ
シ
ア
革
命

史
を
捉
え
る
こ
と
は
地
域
研
究
の
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
。
だ
が
本
稿
で
は
敢

え
て
、
氏
が
相
対
化
す
る
「
地
域
を
超
え
た
同
時
代
的
文
脈
」
を
重
視
す
る
立

場
に
立
っ
た
上
で
、
日
ソ
文
化
交
流
の
一
側
面
を
扱
う
こ
と
と
し
た
い★

。7

資
本

主
義
や
主
権
国
家
を
大
き
く
逸
脱
す
る
社
会
構
想
が
ほ
ぼ
困
難
と
な
っ
た
現
代

世
界
で
、
そ
う
し
た
国
際
社
会
の
前
提
を
否
定
す
る
理
念
を
生
み
出
し
た
ソ

ヴ
ィ
エ
ト
に
つ
い
て
、
各
国
知
識
人
が
い
か
に
国
境
を
越
え
て
実
践
し
た
か
と

い
う
問
い
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
歴
史
叙
述
に
お
い
て
再
考
す
る
に
値
す
る

と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
革
命
を
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
繋
い
だ
橋
の
一
本
は
知
識
人
の
旅

で
あ
る
。
ソ
ヴ
ィ
エ
ト★

へ
8

の
関
心
の
高
ま
り
は
知
識
人
の
筆
の
み
な
ら
ず
そ
の

足
を
ロ
シ
ア
へ
と
向
け
さ
せ
た
。
革
命
や
内
戦
で
ロ
シ
ア
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
困

難
だ
っ
た
一
九
二
〇
年
代
初
頭
、
知
識
人
の
実
地
観
察
に
基
づ
く
旅
行
記
や

エ
ッ
セ
イ
は
貴
重
な
情
報
源
と
し
て
各
国
世
論
で
受
容
さ
れ
、
そ
の
ソ
連
像
形

成
に
大
き
く
影
響
し
た★

。
9

一
方
、
そ
う
し
た
事
情
を
理
解
し
て
い
た
ソ
ヴ
ィ
エ

ト
側
は
対
外
宣
伝
を
目
的
に
海
外
知
識
人
へ
積
極
的
に
接
近
を
図
り
、
彼
ら
を

ロ
シ
ア
に
招
待
し
た
が
、
一
九
二
七
年
の
十
月
革
命
十
周
年
記
念
祭
（
以
下
「
革

命
記
念
祭
」
と
称
す
る
）
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
っ
た★

。
10

世
界
中
か
ら
多
く

の
知
識
人
や
活
動
家
が
モ
ス
ク
ワ
で
の
式
典
に
招
待
さ
れ
、
日
本
か
ら
も
数
名

が
参
加
し
て
い
る
。　

こ
う
し
て
世
界
の
訪
ソ
知
識
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
一
方
で
出
身
地
域
と
ロ

シ
ア
を
縦
に
繋
ぐ
の
だ
が
、
本
稿
が
注
目
す
る
の
は
、
他
方
で
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
へ

の
関
心
を
同
じ
く
す
る
訪
ソ
知
識
人
同
士
に
生
ま
れ
た
国
境
を
越
え
た
横
の
繋

が
り
で
あ
る
。
特
に
焦
点
を
当
て
る
の
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
を
成
し
た
各
国
共

産
党
員
の
繋
が
り
で
は
な
く
、
革
命
記
念
祭
の
参
加
者
同
士
が
国
際
会
議
や
ロ

シ
ア
国
内
旅
行
で
交
わ
し
た
国
境
を
越
え
た
交
流
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
参
加
者

一
人
ひ
と
り
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
へ
の
認
識
や
世
界
情
勢
を
め
ぐ
る
問
題
意
識

が
現
れ
た★

。
11

こ
こ
で
浮
上
す
る
大
き
な
問
い
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
戦
間
期
の
日
本
知
識

人
は
こ
う
し
た
ソ
連
旅
行
を
軸
と
す
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
交
渉
を
い
か

に
経
験
し
、
そ
れ
は
彼
ら
の
問
題
意
識
に
い
か
に
影
響
し
た
の
か
。
本
稿
で
は
、

そ
の
問
い
へ
の
最
初
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
革
命
記
念
祭
へ
の
日
本
人
参
加

者
の
中
で
唯
一
、
旅
行
者
同
士
の
交
流
に
つ
い
て
詳
細
な
記
録
を
残
し
た
日
本

の
文
学
者
・
秋
田
雨
雀
（
一
八
八
三
〜
一
九
六
二
）
の
事
例
を
検
討
す
る
。
本

稿
の
目
的
は
、
秋
田
が
帰
国
し
た
直
後
に
発
表
し
た
旅
行
記
事
「
カ
フ
カ
ズ
日

記★

」12

を
中
心
に
、
革
命
記
念
祭
後
の
ソ
連
国
内
旅
行
に
お
け
る
西
洋
知
識
人
と

の
交
流
を
様
々
な
形
式
及
び
言
語
で
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
も
と
に
再
構
成
す

る
と
共
に
、
そ
の
経
験
が
彼
ら
に
互
い
に
も
た
ら
し
た
影
響
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
で
あ
る
。

以
下
、
第
一
章
で
秋
田
と
彼
の
参
加
し
た
ソ
連
旅
行
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を

確
認
し
て
論
点
を
整
理
し
、
続
く
第
二
章
で
は
現
地
旅
行
で
の
西
洋
知
識
人
と

の
交
流
に
つ
い
て
秋
田
の
旅
行
記
、
そ
し
て
日
記★

や13

回
想
録★

を14

西
洋
知
識
人
の

テ
キ
ス
ト
と
比
較
・
参
照
す
る
こ
と
で
再
構
成
す
る
。
第
三
章
で
は
、
秋
田
が
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旅
行
中
に
西
洋
知
識
人
と
の
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
支
障
を
き
た
し

て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
い
か
に
し
て
秋
田
は
そ
の
問
題
を
受
け
止
め
、

ま
た
そ
れ
に
対
し
振
る
舞
っ
た
か
を
明
ら
か
す
る
。

第
一
章　

秋
田
雨
雀
と
そ
の
時
代

本
章
で
は
秋
田
雨
雀
の
ソ
連
旅
行
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
行
う
。
第
一
節
で

は
秋
田
の
経
歴
と
先
行
研
究
で
の
扱
い
を
概
観
し
、
続
く
第
二
節
で
は
彼
の
訪

ソ
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
し
て
第
三
節
で
は
革
命
記
念
祭

の
概
要
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
カ
フ
カ
ス
旅
行
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
一
節 

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
経
験
者
と
し
て
の
秋
田
雨
雀

秋
田
雨
雀
は
大
正
・
昭
和
時
代
に
活
躍
し
た
文
学
者
で
あ
る
。
現
在
も
続
く

演
劇
雑
誌
『
テ
ア
ト
ロ
』
を
創
刊
し
た
劇
作
家
で
あ
り
、
か
つ
て
は
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
的
作
風
で
多
く
の
戯
曲
や
詩
、
小
説
、
童
話
を
手
が
け
た
左
翼
作
家
と

し
て
広
く
知
ら
れ
た
が
、
坂
内
徳
明
氏
や
太
田
丈
太
郎
氏
の
指
摘
す
る
通
り
、

秋
田
の
名
は
今
日
、
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら
れ
て
い
る★

。15

そ
こ
で
ま
ず
は
藤
田
龍
雄

の
研
究★

を16

も
と
に
彼
の
活
動
の
軌
跡
を
辿
っ
て
み
よ
う
。

秋
田
雨
雀
（
本
名
は
徳
三
）
は
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
、
青
森
県
南
津

軽
郡
黒
石
町
に
医
師
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。
中
学
在
学
時
よ
り
徳
富
蘇
峰

や
二
葉
亭
四
迷
、
島
崎
藤
村
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
文
学
を
志
し
、
一
九
〇
二

年
に
上
京
、
東
京
専
門
学
校
（
同
年
九
月
よ
り
早
稲
田
大
学
に
改
称
）
英
文
科
に

て
坪
内
逍
遥★

や17

島
村
抱
月★

の18

も
と
で
学
ぶ
。
大
学
在
学
中
の
一
九
〇
四
年
、
新

体
詩
集
『
黎
明
』
で
デ
ビ
ュ
ー
、
卒
業
後
の
一
九
〇
七
年
に
は
小
説
「
同
性
の
恋
」

を
『
早
稲
田
文
学
』
に
発
表
し
、
早
稲
田
系
小
説
家
と
し
て
文
壇
で
の
評
価
を

得
る
。
ま
た
同
時
期
に
は
新
劇
運
動
の
代
表
小
山
内
薫★

の19

グ
ル
ー
プ
に
入
り
、

戯
曲
の
翻
訳
や
批
評
、
創
作
に
携
わ
る
。
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
は
島
村

や
松
井
須
磨
子
の
「
芸
術
座
」
創
立
に
参
画
、
翌
年
に
は
「
美
術
劇
場
」
を
組

織
し
て
自
ら
は
舞
台
監
督
を
務
め
、
日
本
演
劇
界
で
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
。

こ
う
し
て
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
文
化
人
と
し
て
一
定
の
地
位
を

確
立
す
る
一
方
、
ロ
シ
ア
革
命
後
は
社
会
主
義
運
動
に
も
積
極
的
に
関
与
し
た
。

一
九
二
〇
年
代
に
は
日
本
社
会
主
義
同
盟
や
日
本
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
に
て
活
動

し
、
数
度
の
検
挙
を
受
け
る
。
一
九
二
七
〜
二
八
年
に
は
国
賓
と
し
て
ソ
連
を

訪
問
す
る
。
帰
国
後
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
科
学
研
究
所
を
設
立
し
、
自
ら
も
ソ
連

に
関
す
る
多
く
の
論
考
や
著
書
を
出
版
す
る
こ
と
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
運

動
の
流
行
を
背
景
に
、
日
本
社
会
に
お
け
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
文
化
の
普
及
に
努
め

た★

。20

し
か
し
、
三
〇
年
代
の
左
翼
知
識
人
へ
の
弾
圧
に
よ
っ
て
言
論
活
動
の
幅

を
狭
め
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
四
〇
年
の
検
挙
後
は
ほ
ぼ
沈
黙
状
態
に
入

る
。
戦
後
は
日
本
共
産
党
に
入
党
、
創
作
及
び
言
論
活
動
を
再
開
す
る
一
方
、

四
八
年
に
は
舞
台
芸
術
学
院
の
校
長
、
ま
た
五
〇
年
に
は
日
本
児
童
文
学
者
協

会
の
会
長
に
就
任
し
、
広
い
分
野
で
の
後
進
の
育
成
に
努
め
た
。

約
半
世
紀
に
渡
る
秋
田
の
文
化
活
動
は
大
ま
か
に
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
日
本

文
学
・
演
劇
史
や
社
会
運
動
史
と
い
っ
た
分
野
に
お
い
て
、
日
本
国
内
の
文
脈

で
の
み
検
討
さ
れ
て
き
た★

。21

裏
を
返
せ
ば
、
国
際
関
係
史
の
視
点
か
ら
秋
田
の

活
動
を
検
討
す
る
試
み
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
。
な
る
ほ
ど
、
近
年
は
日
ソ
文
化
交
渉
史
の
立
場
か
ら
一
九
二
七
年
の
革
命
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記
念
祭
を
扱
う
研
究
が
現
れ
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
そ
の
中
で
も
秋
田
を
正
面
か

ら
扱
っ
た
も
の
は
管
見
の
限
り
、
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
る★

。22

こ
の
原
因
は
単
純
化
し
て
言
え
ば
、
ロ
シ
ア
文
化
に
つ
い
て
素
人
で
あ
っ
た

秋
田
の
訪
ソ
経
験
は
、
ロ
シ
ア
専
門
家
と
し
て
参
加
し
た
他
の
日
本
人
参
加
者

の
経
験
に
比
べ
て
、
積
極
的
な
関
心
も
評
価
を
得
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ

う★

。23

そ
れ
で
も
秋
田
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
経
験
を
取
り
上
げ
る
理
由
に
つ
い
て
は
本

章
第
二
節
で
改
め
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
が
、
そ
も
そ
も
ロ
シ
ア
専
門
家
で
は

な
か
っ
た
秋
田
は
、
い
か
な
る
経
緯
で
国
賓
と
し
て
ソ
連
に
招
待
さ
れ
る
に

至
っ
た
の
か
。
次
節
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
秋
田
の
回
想
録
を
参
照
し
つ
つ
明

ら
か
に
す
る
。

第
二
節　

ロ
シ
ア
と
の
出
会
い
か
ら
ソ
連
訪
問
ま
で

秋
田
の
ロ
シ
ア
と
の
出
会
い
は
そ
の
青
年
期
に
遡
る
。
世
紀
転
換
期
、
国
内

外
の
知
識
人
と
同
様
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
思
想
に
共
鳴
し
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー

や
ゴ
ー
ゴ
リ
な
ど
の
ロ
シ
ア
文
学
に
翻
訳
を
通
じ
て
深
く
親
し
ん
で
お
り
、

一
九
〇
八
年
（
二
六
歳
）
を
回
顧
し
て
「
一
体
に
文
学
と
い
ふ
も
の
を
ほ
ん
と

う
に
尊
重
す
る
や
う
に
私
を
教
育
し
て
く
れ
た
も
の
は
、
や
は
り
ロ
シ
ア
文
学

で
あ
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る★

。24

も
っ
と
も
こ
の
時
点
で
は
秋
田
の
ロ
シ
ア
と
の

繋
が
り
は
テ
キ
ス
ト
上
の
も
の
で
し
か
な
い
。
で
は
い
か
に
し
て
秋
田
は
ロ
シ

ア
及
び
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
と
直
接
、
関
わ
り
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

秋
田
が
身
を
も
っ
て
ロ
シ
ア
を
経
験
す
る
初
め
て
の
契
機
た
る
ロ
シ
ア
人
作

家
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
と
の
親
交
に
つ
い
て
は
第
三
章
第
二
節
で
述
べ
る
が
、
日
ソ

国
交
回
復
後
の
交
流
と
し
て
重
要
な
の
が
、
ソ
連
作
家
ボ
リ
ス
・
ピ
リ
ニ
ャ
ー

クБори́с Андре́евич П
ильня́к

と★

の25

交
流
で
あ
る
。
一
九
二
一
年
以
降
、

秋
田
は
社
会
主
義
に
同
情
的
な
立
場
か
ら
内
戦
中
に
発
生
し
て
数
百
万
の
犠
牲

者
を
出
し
た
ロ
シ
ア
飢
饉
へ
の
救
済
運
動
に
尽
力
し★

、26

ま
た
日
本
の
シ
ベ
リ
ア

出
兵
に
反
対
し
て
い
た
。
一
九
二
五
年
一
月
、
日
ソ
中
立
条
約
に
よ
っ
て
正
式

に
国
交
が
回
復
さ
れ
る
と
、
す
ぐ
に
両
国
の
文
化
交
流
も
民
間
を
通
じ
て
開
始

さ
れ
た
。
ソ
連
側
は
対
外
文
化
宣
伝
を
目
的
と
す
る
「
全
連
邦
対
外
文
化
連
絡

協
会
」
（
通
称ВО

КС

、
以
下
ヴ
ォ
ク
ス
と
称
す★
）27
、
日
本
知
識
人
は
「
日
露
芸
術

協
会
」
を
そ
れ
ぞ
れ
窓
口
と
し
て
交
渉
を
行
っ
た
が
、
秋
田
は
後
者
の
中
心
メ

ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
。
二
六
年
三
月
に
は
ピ
リ
ニ
ャ
ー
ク
を
迎
え
て
新
劇
や

歌
舞
伎
を
鑑
賞
し
て
い
る
。
そ
し
て
自
ら
も
ロ
シ
ア
文
化
へ
の
関
心
を
深
め
、

同
年
末
か
ら
は
ロ
シ
ア
語
の
学
習
に
も
取
り
組
み
、
「
『
ソ
ヴ
エ
ト
へ
！
』
先
づ

『
ソ
ヴ
エ
ト
へ
！
』
の
叫
び
声
が
、
私
の
血
を
沸
き
立
た
せ
て
呉
れ
た
」
と
回

想
し
て
い
る★

。
28

こ
う
し
た
対
ソ
文
化
交
流
活
動
の
過
程
で
ヴ
ォ
ク
ス
日
本
支
部
長
エ
ヴ
ゲ
ー

ニ
・
ス
パ
ル
ヴ
ィ
ンЕвгений Генрихович С

пальвин

の★

知
29

遇
を
得
た
こ

と
が
秋
田
の
革
命
記
念
祭
へ
の
招
待
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
考
え
ら
れ
る★

。30

翌

二
七
年
五
月
に
は
旅
券
交
付
の
見
通
し
が
立
ち
、
九
月
三
〇
日
に
東
京
駅
を
出

発
、
下
関
、
釜
山
、
奉
天
、
長
春
を
経
て
哈
爾
濱
で
入
国
手
続
を
行
う
。
そ
こ

か
ら
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
チ
タ
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
、
ノ
ヴ
ォ
シ
ビ
ル
ス
ク
経
由
で

一
〇
月
一
三
日
に
モ
ス
ク
ワ
到
着
、
ヴ
ォ
ク
ス
・
モ
ス
ク
ワ
本
部
の
人
々
や
ピ

リ
ニ
ャ
ー
ク
の
歓
迎
を
受
け
た
。
こ
れ
以
来
、
二
八
年
五
月
に
帰
国
す
る
ま
で

の
約
半
年
間
、
ソ
連
に
滞
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
秋
田
の
ロ
シ
ア
及
び
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
文
化
と
の
関
係
は
、
ロ
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シ
ア
地
域
研
究
と
い
う
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
他
の
日
本
人
参
加
者
の
多
く
は
ロ
シ
ア
専
門
家
と
し

て
訓
練
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
革
命
記
念
祭
を
訪
れ
た
の
は
、
国
賓
と
し

て
は
秋
田
・
米
川
正
夫★

・31

尾
瀬
敬
止★

・32

小
山
内
薫
、
秋
田
の
秘
書
と
し
て
は

鳴
海
完
造★

で33

あ
っ
た
が
、
秋
田
と
小
山
内
以
外
は
全
員
、
東
京
外
国
語
学
校
（
現
・

東
京
外
国
語
大
学
）
の
ロ
シ
ヤ
語
学
科
で
の
教
育
を
通
じ
て
ロ
シ
ア
の
言
語
や

文
化
に
つ
い
て
の
専
門
性
を
身
に
つ
け
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

日
ソ
文
化
交
渉
史
を
扱
う
先
行
研
究
の
多
く
は
ロ
シ
ア
地
域
研
究
の
観
点
か

ら
書
か
れ
、
そ
こ
で
は
し
ば
し
ば
重
視
さ
れ
る
の
は
「
い
か
な
る
水
準
で
同
時

代
の
ロ
シ
ア
文
化
を
理
解
し
た
か
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
確
か
に
秋
田
の
ア
マ

チ
ュ
ア
性
は
深
刻
な
ネ
ッ
ク
と
な
ろ
う
。
実
際
、
秋
田
の
ソ
連
観
察
は
、
彼
の

同
行
者
で
ロ
シ
ア
文
学
を
専
攻
す
る
鳴
海
完
造
の
そ
れ
と
比
べ
る
と
、
偏
見
や

誤
解
、
不
正
確
な
情
報
を
多
く
含
ん
で
い
た
、
ま
た
ソ
連
体
制
を
礼
賛
す
る
一

方
で
そ
の
暗
部
を
見
落
と
し
て
い
た
と
し
て
一
部
の
研
究
者
か
ら
は
低
い
評
価

を
受
け
て
い
る★

。34

そ
も
そ
も
、
訪
ソ
前
に
「
知
識
の
第
一
歩
か
ら
出
発
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
」
と
回
想
す
る
よ
う
に
、
何
よ
り
も
秋
田
自
身
が
そ

の
弱
点
を
自
覚
し
て
い
た★

。
35

と
は
い
え
、
当
時
の
秋
田
の
メ
デ
ィ
ア
的
影
響
力
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
訪
ソ

経
験
は
軽
視
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
大
正
期
か
ら
『
報
知
新
聞
』
や
『
時

事
新
報
』
と
い
っ
た
大
手
メ
デ
ィ
ア★

に
36

戯
曲
や
評
論
を
数
多
く
載
せ
て
い
た
秋

田
は
、
米
川
や
尾
瀬
よ
り
も
、
そ
の
国
内
メ
デ
ィ
ア
へ
の
影
響
力
は
大
き
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
秋
田
は
訪
ソ
中
か
ら
朝
日
新
聞
社
の

為
に
ソ
連
観
察
の
通
信
記
事
を
書
き
、
帰
国
後
の
二
八
年
九
月
に
同
社
で
講
演

を
行
い
、
そ
の
内
容
は
小
冊
子
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る★

。37

つ
ま
る
と
こ
ろ
、

秋
田
は
、
地
域
や
専
門
性
を
越
え
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
立
場
か
ら
ソ

ヴ
ィ
エ
ト
社
会
を
観
察
・
評
論
し
、
一
般
世
論
で
の
ソ
連
像
形
成
に
寄
与
す
る

と
い
う
点
で
「
公
共
知
識
人public Intellectuals

」
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た

と
も
言
い
換
え
ら
れ
よ
う★

。38

戦
間
期
の
西
欧
で
の
ソ
連
文
化
宣
伝
に
貢
献
し
た

フ
ラ
ン
ス
の
文
学
者
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ンR

om
ain R

olland

も
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
、
そ
も
そ
も
各
地
域
で
影
響
力
を
有
し
た
訪
ソ
知
識
人
は
必
ず
し
も
ロ

シ
ア
地
域
研
究
の
専
門
性
に
基
づ
い
て
発
言
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
本
稿
が

秋
田
と
比
較
す
る
た
め
に
第
二
章
以
降
で
取
り
上
げ
る
西
洋
の
文
学
者
ホ
リ
ッ

チ
ャ
ー
と
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
も
特
に
ロ
シ
ア
語
に
堪
能
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

第
三
節　

革
命
記
念
祭
と
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
文
化
空
間

　
⑴
　
十
月
革
命
一
〇
周
年
記
念
祭
に
つ
い
て

以
上
、
秋
田
の
訪
ソ
ま
で
の
経
緯
を
追
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
簡
単
に
革
命

記
念
祭
と
そ
の
背
景
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
内
戦
と
干
渉
戦
争
を
切
り
抜
け
、

国
際
関
係
の
修
復
に
乗
り
出
し
た
ソ
連
は
、
一
九
二
七
年
に
再
び
内
外
に
危
機

を
抱
え
て
し
ま
う
。
二
四
年
の
レ
ー
ニ
ン
死
去
の
後
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
内
で

は
一
国
社
会
主
義
を
唱
え
る
ス
タ
ー
リ
ン
や
ブ
ハ
ー
リ
ン
ら
「
党
中
央
派
」
と

永
続
革
命
を
主
張
す
る
ト
ロ
ツ
キ
ー
た
ち
「
反
対
派
」
が
激
し
く
対
立
す
る
。

一
方
、
国
際
的
に
は
二
四
年
の
「
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
書
簡
」
事
件★

以39

来
、
英
ソ
関

係
が
急
速
に
悪
化
す
る
中
、
ソ
連
国
内
で
は
対
英
戦
争
へ
の
恐
怖
が
高
ま
り
、

穀
物
の
買
い
占
め
や
売
り
惜
し
み
な
ど
の
社
会
混
乱
を
生
ん
で
い
た★

。40

こ
う
し
た
内
憂
外
患
に
対
し
、
党
の
結
束
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
国
家
の
力
を
国
内
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外
に
示
す
べ
く
企
画
さ
れ
た
の
が
十
月
革
命
一
〇
周
年
記
念
祭
で
あ
る★

。41

ボ
リ

シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
本
式
典
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
、
幾
つ
か
の
先
行
研
究
が
述

べ
る
よ
う
に
、
映
画
界
か
ら
は
セ
ル
ゲ
イ
・
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ンС

ергей 

М
ихайлович Э

йзенш
тейн

、
文
学
界
か
ら
は
イ
リ
ヤ
・
エ
レ
ン
ブ
ル
グ

И
лья Григорьевич Э

ренбург

な
ど
の
当
代
随
一
の
芸
術
家
を
動
員
し
て

レ
ー
ニ
ン
の
「
偉
業
」
を
記
念
す
る
映
画
や
文
学
を
創
作
さ
せ
、
さ
ら
に
は
ヴ
ォ

ク
ス
や
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
を
通
じ
て
大
規
模
な
国
際
宣
伝
を
行
わ
せ
た
こ
と
か
ら

も
分
か
る★

。
42

革
命
の
「
聖
地
」
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
は
建
物
群
が
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
彩
ら
れ
、
新
首
都
モ
ス
ク
ワ
中
心
部
で
も
建
物
が
赤
く
塗
ら
れ
、
赤

い
壁
が
立
ち
並
び
、
至
る
と
こ
ろ
で
赤
旗
が
翻
っ
た
。
そ
う
し
た
祝
祭
的
な
雰

囲
気
の
中
、
式
典
は
一
一
月
六
日
か
ら
始
ま
り
、
七
日
に
は
ク
レ
ム
リ
ン
前
で

ス
タ
ー
リ
ン
や
ブ
ハ
ー
リ
ン
ら
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
幹
部
が
レ
ー
ニ
ン
廟
に
立
っ

て
赤
軍
、
ピ
オ
ネ
ー
ル
、
各
労
働
団
体
、
諸
民
族
の
パ
レ
ー
ド
が
夜
ま
で
続
い

た
と
秋
田
は
記
録
し
て
い
る★

。43

知
識
人
の
交
流
と
い
う
点
で
注
目
す
べ
き
は
、
一
一
月
一
〇
日
に
行
わ
れ
た

第
一
回
「
ソ
連
の
友
」
世
界
会
議
の
開
催
で
あ
る
。
ソ
連
は
革
命
記
念
祭
を
よ

り
普
遍
的
な
も
の
と
し
て
対
外
的
に
宣
伝
す
る
た
め
、
世
界
四
三
ヶ
国
か
ら

九
四
七
人
の
代
表
を
国
賓
と
し
て
招
い
た★

。44

そ
こ
に
は
各
国
の
共
産
主
義
者
や

独
立
運
動
家
、
労
働
組
合
員
の
他
、
知
識
人
や
文
化
人
が
含
ま
れ
て
い
た
。
大

会
で
は
「
ソ
ウ
エ
ー
ト
共
和
國
十
年
間
の
活
動
に
就
い
て
」
と
「
資
本
主
義
的

戦
争
の
脅
威
に
就
い
て
」
と
い
う
二
つ
の
主
題
が
設
定
さ
れ
、
両
者
に
つ
い
て

三
日
間
、
講
演
と
議
論
が
続
き
、
幕
間
に
は
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
の
映
画
『
戦

艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
』
が
上
映
さ
れ
た
と
い
う★

。
45

以
上
の
よ
う
に
、
ソ
連
は
東
西
南
北
か
ら
の
多
く
の
旅
行
者
を
招
聘
し
て
モ

ス
ク
ワ
に
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
な
空
間
を
設
け
た
。
彼
ら
は
そ
れ
に
加

え
て
ロ
シ
ア
国
内
旅
行
と
い
う
も
て
な
し
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

⑵

⑵
　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
カ
フ
カ
ス
旅
行
と
い
う
経
験

秋
田
た
ち
は
式
典
・
世
界
会
議
を
終
え
て
間
も
無
く
、
約
二
週
間
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
・
カ
フ
カ
ス
旅
行
の
機
会
を
与
え
ら
れ
る
。
「
カ
フ
カ
ズ
日
記
」
に
よ
れ
ば
、

二
七
年
一
一
月
一
六
日
、
ヴ
ォ
ク
ス
職
員
に
「
各
國
代
表
と
と
も
に
ウ
ク
ラ
イ

ナ
か
ら
カ
フ
カ
ズ
地
方
へ
視
察
旅
行
に
出
発
」
す
る
よ
う
伝
え
ら
れ
、
秋
田
は

米
川
・
尾
瀬
と
共
に
同
日
夜
、
モ
ス
ク
ワ
の
ホ
テ
ル
を
出
発
し
た
と
い
う★

。46

ま

ず
は
秋
田
の
記
述
を
頼
り
に
旅
行
日
程
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
同
月
一
七
〜

一
九
日
に
ハ
ル
キ
ウ
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
首
都★

）47

及

び
そ
の
近
郊
、
二
〇
日
に
ハ
ル
キ
ウ
発
、
二
二
・
二
三
日
に
バ
ク
ー
（
ア
ゼ
ル

バ
イ
ジ
ャ
ン
・
同
共
和
国
首
都
）
、
二
四
〜
二
六
日
に
ト
ビ
リ
シ
（
グ
ル
ジ
ア
・
同

共
和
国
首
都★
）48
、
二
七
・
二
八
日
に
バ
ト
ゥ
ミ
（
ア
ジ
ャ
リ
ア
同
共
和
国
・
首
都
）
、

二
九
日
か
ら
は
黒
海
を
航
海
し
て
一
二
月
一
日
に
ノ
ヴ
ォ
ル
シ
ン
ス
ク
港
に
到

着
。
同
月
三
日
に
は
汽
車
で
モ
ス
ク
ワ
に
到
着
す
る
。
旅
行
者
た
ち
は
集
団
で

各
地
の
史
跡
や
文
化
施
設
、
教
育
機
関
な
ど
を
訪
れ
、
宿
泊
先
で
は
現
地
有
力

者
の
歓
迎
を
受
け
た
。

こ
の
集
団
旅
行
に
つ
い
て
秋
田
と
米
川
は
そ
れ
ぞ
れ
大
手
雑
誌
に
記
事
を
残

し
て
い
る
が★

、49

両
者
の
筆
致
は
大
き
く
異
な
る
。
端
的
に
表
せ
ば
、
集
団
旅
行

の
経
験
を
構
成
す
る
二
つ
の
要
素—

旅
先
で
の
風
景
観
察
と
旅
路
で
の
旅
行
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者
間
の
交
流—

の
う
ち
、
米
川
が
前
者
に
の
み
記
述
を
絞
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
秋
田
は
後
者
を
軸
に
記
述
し
て
い
る
。

こ
こ
で
我
々
は
米
川
の
「
カ
フ
カ
ズ
雑
記
」
を
、
ロ
シ
ア
地
域
研
究
者
の
視

点
に
貫
か
れ
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
よ
う
。
バ
ト
ゥ
ミ
・

ト
ビ
リ
シ
・
バ
ク
ー
の
三
都
市
で
の
観
察
と
印
象
が
、
専
門
性
に
基
づ
く
歴
史
・

文
化
的
知
識
と
共
に
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
カ
フ
カ
ス
旅
行
に
対
す

る
参
加
者
と
主
催
者
の
問
題
意
識
を
対
比
す
る
冒
頭
部
は
極
め
て
示
唆
的
で
あ

る
。
参
加
者
の
米
川
は
「
カ
フ
カ
ズ
の
雄
大
な
雪
の
嶺
や
、
絵
の
や
う
に
美
し

い
山
麓
の
温
泉
場
や
、
伝
説
的
な
山
の
乙
女
な
ど
」
「
そ
う
し
た
レ
ー
ル
モ
ン

ト
フ
式
、
乃
至
プ
ー
シ
キ
ン
式
の
浪
漫
的
な
カ
フ
カ
ズ
」
を
期
待
す
る
の
に
対

し
て
、
ヴ
ォ
ク
ス
側
は
「
我
々
遠
来
の
客
に
美
し
い
風
景
を
見
せ
て
旅
情
を
慰

め
よ
う
と
い
う
事
で
な
く
、
言
語
風
俗
の
異
な
る
各
種
の
民
族
が
、
共
通
の
大

目
的
の
た
め
に
一
つ
の
聯
盟
に
結
合
し
て
ゐ
る
有
り
さ
ま
を
、
事
実
の
上
に
示

さ
う
」
と
す
る★

。50

こ
こ
で
バ
ク
ー
の
風
景
を
「
ど
こ
か
殖
民
地
ら
し
い
粗
野
な

感
じ
」
「
全
て
が
ア
ジ
ア
的
氣
分
で
あ
り
、
退
嬰
民
族
的
情
調
で
あ
る
」
と
称

し
て
い
る★

こ51

と
か
ら
、
米
川
の
カ
フ
カ
ス
に
対
す
る
視
線
は
、
一
九
世
紀
ロ
シ

ア
文
学
が
生
ん
だ
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
カ
フ
カ
ス
像
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る★

。52

本
記
事
に
見
ら
れ
る
米
川
の
現
地
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
く
ま
で
日
本
人
と
カ
フ
カ
ス
の
諸
民
族
と
の
間
の
も
の
に

限
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
秋
田
の
記
述
は
ま
さ
に
「
日
記
」
の
形
式
を
取
り
、
日
々
の

出
来
事
が
雑
多
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
本
稿
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
秋
田
は
記
事
全
体
を
通
じ
て
、
名
前
や
会

話
の
内
容
を
交
え
つ
つ
、
各
地
で
の
旅
行
者
同
士
の
人
間
関
係
を
極
め
て
具
体

的
に
描
い
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
秋
田
は
記
事
冒
頭
部
で
「
作
家
の
エ
ス

ト
ラ
テ
」
、「
ギ
リ
シ
ヤ
の
詩
人
カ
ザ
ン
・
ザ
ツ
キ
」
、「
ホ
リ
ツ
エ
ル
博
士
」
、「
キ

ン
タ
ー
ノ
博
士
」
、
「
ヘ
レ
ー
ネ
女
史
」
、
「
ク
ラ
イ
ン
」
、
そ
し
て
「
ド
イ
ツ
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語
を
巧
み
に
語
る
美
し
い
娘
さ
ん
の
「
カ
マ
ラ
ー
ド
」
と
ゲ

ン
キ
ン
君
と
、
そ
の
友
人
の
ロ
シ
ヤ
人
」
と
、
出
発
地
に
集
う
旅
行
参
加
者
を

列
挙
し
た
上
で
こ
の
空
間
を
「
各
國
語
の
驚
く
べ
き
交
響
楽
」
と
表
現
し
て
い

る★

。53こ
の
よ
う
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
東
西
か
ら
集
っ
た
知
識
人

が
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
で
交
流
す
る
、
い
わ
ば
移
動
式
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
空
間
を
秋
田
は
強
く
認
識
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
こ
そ
秋
田
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト

経
験
の
独
自
性
が
、
そ
し
て
ま
た
彼
の
経
験
に
注
目
す
る
意
義
が
存
在
す
る
の

で
あ
る
。
第
三
章
の
議
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
こ
れ
は
秋
田
自
身
の
外
国
語
能

力
へ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
、
そ
れ
に
由
来
す
る
言
語
の
壁
へ
の
強
い
問
題
意

識
に
関
係
し
て
い
る
。
で
は
、
そ
も
そ
も
多
言
語
の
奏
で
る
「
交
響
楽
」
、
す

な
わ
ち
彼
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
秋
田
及
び
西
洋
の
知
識
人
の
ソ

ヴ
ィ
エ
ト
経
験
に
い
か
な
る
痕
跡
を
残
し
た
の
か
。

次
章
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
上
記
の
登
場
人
物
の
う
ち
特
に
「
ホ
リ

ツ
エ
ル
」
と
「
カ
ザ
ン
・
ザ
ツ
キ
」
と
い
う
二
人
の
西
洋
知
識
人
と
の
関
係

に
注
目
し
て
立
ち
入
る
。
二
人
を
選
ん
だ
最
大
の
理
由
は
、
い
ず
れ
も
同

時
期
に
ソ
連
に
招
待
さ
れ
て
こ
の
旅
行
に
参
加
し
、
さ
ら
に
そ
の
経
験
を

一
九
二
八
・
二
九
年
に
文
章
に
し
て
お
り
、
秋
田
の
テ
キ
ス
ト
と
の
比
較
可
能

性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。
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第
二
章　

東
西
か
ら
の
旅
人
た
ち
の
視
線 

本
章
で
は
カ
フ
カ
ス
旅
行
で
の
秋
田
と
西
洋
出
身
の
二
人
の
文
学
者
と
の
関

係
性
に
つ
い
て
論
じ
る
。
第
一
節
で
は
ド
イ
ツ
出
身
の
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
、
第
二

節
で
は
ギ
リ
シ
ャ
出
身
の
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
と
の
関
係
が
扱
わ
れ
る
。
各
節
で
は

文
学
者
の
略
歴
と
ソ
連
旅
行
ま
で
の
経
緯
を
示
し
た
上
で
、
各
人
が
残
し
た
ソ

連
旅
行
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
と
秋
田
の
そ
れ
に
見
ら
れ
る
交
流
の
痕
跡
を
比
較

す
る
こ
と
で
、
共
に
カ
フ
カ
ス
を
旅
し
た
三
者
の
認
識
の
関
係
性
を
明
ら
か
に

す
る
。第

一
節　

ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
の
場
合

⑴
　
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
の
ソ
連
旅
行

ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ーA

rthur H
olitsher

（
一
八
六
九
〜

一
九
四
一
）
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
生
ま
れ
の
ド
イ
ツ
語
作
家
で
あ
る★

。54

ブ
ダ
ペ
シ
ュ

ト
の
ユ
ダ
ヤ
人
商
人
の
家
に
生
ま
れ
て
ド
イ
ツ
語
で
教
育
を
受
け
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
内
の
諸
都
市
で
銀
行
員
を
勤
め
た
後
、
一
八
九
〇
年

代
よ
り
小
説
の
執
筆
を
始
め
、
ま
た
多
く
の
エ
ッ
セ
イ
や
戯
曲
を
残
し
た
。
秋

田
と
同
様
、
今
や
ド
イ
ツ
国
内
で
す
ら
殆
ど
顧
み
ら
れ
ぬ
文
学
者
だ
が
、
二
〇

世
紀
前
葉
、
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
は
多
産
か
つ
人
気
を
誇
る
旅
行
作
家
で
あ
っ
た
と

い
う
。
彼
の
名
を
高
め
た
の
は
一
九
一
二
年
の
合
衆
国
旅
行
記
『
ア
メ
リ
カ 

今
日
と
明
日Am

erika H
eute und M

orgen

』
で
あ
り
、
本
作
は
フ
ラ
ン
ツ
・

カ
フ
カ
の
未
完
の
長
編
小
説
『
失
踪
者D

er Verschollene

』
に★

お55

け
る
多
く

の
細
か
い
点
に
影
響
を
与
え
た
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
一
九
三
三
年
の
ヒ
ト

ラ
ー
政
権
成
立
後
は
パ
リ
へ
の
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
（
ユ
ダ
ヤ
人
作
家
で
あ

る
彼
の
著
書
は
焚
書
の
対
象
と
な
る
）
、
第
二
次
大
戦
開
戦
後
の
生
活
は
困
窮
し
、

四
一
年
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
客
死
し
た
。

ソ
連
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
は
次
の
二
点
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
ホ

リ
ッ
チ
ャ
ー
は
十
月
革
命
後
の
ロ
シ
ア
の
状
況
を
早
い
時
期
に
ド
イ
ツ
世
論

に
伝
え
た
知
識
人
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
内
戦
が
続
く
中
、

一
九
二
〇
年
に
通
信
員
と
し
て
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
を
観
察
し
、
翌
年
に
こ
れ
を

『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
で
の
三
ヶ
月D

rei M
onate in Sow

jet-Rußland

』
に

ま
と
め
て
出
版
し
た
。
次
に
、
彼
は
二
〇
年
代
か
ら
独
ソ
文
化
外
交
の
担
い
手

と
し
て
活
躍
し
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
は
若

い
時
代
に
無
政
府
主
義
の
影
響
を
受
け
た
左
翼
知
識
人
で
あ
り
、
第
一
次
大
戦

中
に
は
社
会
主
義
運
動
や
反
戦
運
動
に
関
わ
っ
て
い
た
。
大
戦
後
の
二
一
年
、

同
じ
左
翼
知
識
人
の
ヘ
レ
ー
ネ
・
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー★

と56

共
に
ド
イ
ツ
で
の
ロ
シ
ア

飢
饉
救
援
活
動
に
携
わ
り
、
広
告
塔
の
役
割
を
果
た
し
た
。
ま
た
、
二
二
年
四

月
の
独
ソ
国
交
回
復
（
ラ
パ
ロ
条
約
締
結
）
後
も
ヴ
ォ
ク
ス
と
の
文
化
交
流
の

ド
イ
ツ
側
窓
口
「
新
ロ
シ
ア
友
の
会die Freunde des neuen R

ußland

」
の
機

関
紙
に
寄
稿
し
て
い
る★

。57

こ
う
し
た
独
ソ
文
化
交
渉
に
果
た
し
た
メ
デ
ィ
ア
知

識
人
と
し
て
の
役
割
を
見
る
に
、
彼
が
二
七
年
の
革
命
記
念
祭
に
ド
イ
ツ
代
表

と
し
て
招
待
さ
れ
る
の
は
当
然
の
流
れ
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
の
一
九
二
七
年
の
訪
ソ
経
験
は
、
二
種
類
の
テ
キ
ス
ト
に
反

映
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
目
は
回
想
録
「
ロ
シ
ア
の
祝
祭D

as Fest R
ußland

」

は
二
八
年
に
雑
誌
『
ノ
イ
エ
・
ル
ン
ト
シ
ャ
ウD

ie N
eue Rundschau

』
に
記
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事
と
し
て
初
め
て
掲
載
さ
れ
、
同
年
す
ぐ
に
他
の
旅
行
記
事
と
併
せ
て
『
旅

Reisen

』
に
収
録
さ
れ
た★

。58

筆
者
自
身
の
訪
ソ
ま
で
の
経
緯
や
ヴ
ォ
ク
ス
の
説

明
か
ら
始
ま
り
、
式
典
の
パ
レ
ー
ド
、
「
ソ
連
の
友
」
世
界
会
議
、
現
地
観
察

と
続
き
、
最
後
に
カ
フ
カ
ス
旅
行
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
の
テ
キ
ス

ト
は
小
説
『
そ
れ
は
モ
ス
ク
ワ
で
起
っ
たEs geschah in M

oskau

』（
一
九
二
九

年
）
で
あ
る★

。59

こ
こ
で
は
物
語
の
内
在
的
分
析
は
行
わ
な
い
が
、
簡
単
な
あ
ら

す
じ
を
附
し
て
お
こ
う
。
「
ロ
シ
ア
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
既
に
招
待

さ
れ
て
い
た
」イ
ギ
リ
ス
人
記
者
「
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
氏M

r. H
olitscher

」
こ
と
「
私

ich

」
を
語
り
手
か
つ
主
人
公
と
し
て★

、
60

世
界
革
命
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
赤
軍
に

強
い
憧
れ
を
も
つ
ア
メ
リ
カ
人
女
性
記
者
と
の
旅
を
軸
に
、
モ
ス
ク
ワ
に
集
う

知
識
人
や
活
動
家
た
ち
と
の
国
境
を
越
え
た
交
流
、
そ
し
て
訪
れ
る
先
々
で
目

に
す
る
内
戦
の
傷
跡
や
社
会
の
貧
困
と
い
っ
た
革
命
の
影
の
部
分
が
描
か
れ
、

最
後
は
女
性
記
者
が
ソ
連
の
実
態
を
前
に
涙
を
流
し
て
泣
き
出
す
と
い
う
場
面

で
締
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
の
訪
ソ
経
験
を
再
構
成
す
る

場
合
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
前
者
は
ま
だ
し
も
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
形

式
を
取
る
後
者
を
そ
の
ま
ま
歴
史
史
料
と
し
て
用
い
る
の
に
は
注
意
が
必
要
で

あ
る
。
と
は
い
え
、
フ
ェ
ー
ン
ダ
ー
ス
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
本
作
に
は
、
ホ

リ
ッ
チ
ャ
ー
の
二
七
年
ま
で
の
数
度
に
渡
る
訪
ソ
体
験
が
、
具
体
的
な
人
名
や

情
報
が
「
コ
ー
ド
化
」
さ
れ
た
形
で
至
る
と
こ
ろ
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る★

。
61

そ
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、
本
作
の
舞
台
の
中
心
と
な
る
モ
ス
ク
ワ
の
邸
宅—

明
ら
か
に
ソ
連
政
府
が
用
意
し
た
外
国
人
招
待
客
向
け
の
宿
泊
施
設
の
こ
と
で

あ
る—

で
は
、
各
国
か
ら
ソ
連
に
集
ま
っ
た
様
々
な
人
々
の
「
奇
妙
に
混
雑

し
た
国
際
社
会
」
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
現
実
上

で
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
が
経
験
し
た
旅
行
者
同
士
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
交
流

が
形
を
変
え
て
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
存
在
す
る
。
従
っ
て
、
こ
の
小
説

の
記
述
か
ら
筆
者
の
訪
ソ
経
験
を
そ
の
ま
ま
再
構
成
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
も
の
の
、
少
な
く
と
も
経
験
の
痕
跡
を
部
分
的
に
見
出
す
こ
と
は
決
し
て
不

可
能
で
は
な
か
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
も
ま
た
秋
田
と
同
様
、
対
ソ
文
化
交
渉
へ
の

関
わ
り
か
ら
ソ
連
に
招
待
さ
れ
、
現
地
で
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
交
流
を

二
つ
の
テ
キ
ス
ト
に
書
き
残
し
た
。
以
下
で
は
二
人
の
テ
キ
ス
ト
を
実
際
に
比

較
し
て
彼
ら
の
認
識
を
追
っ
て
い
こ
う
。

⑵
　
秋
田
と
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー:

双
方
向
的
な
眼
差
し

ま
ず
は
秋
田
の
テ
キ
ス
ト
に
見
ら
れ
る
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
の
姿
を
見
て
い
く
。

「
カ
フ
カ
ズ
日
記
」
で
は
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
は
「
ド
イ
ツ
人
」
詩
人
と
し
て
紹
介

さ
れ
「
日
本
に
来
た
こ
と
の
あ
る
人
で
日
本
に
関
す
る
著
述
が
あ
る★

」62

と
続
く
。

こ
れ
は
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
に
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
が
ア
ジ
ア
を
旅
し
た
際
の

旅
行
記
『
穏
や
か
な
ら
ぬ
ア
ジ
ア
。
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
を
巡
る
旅 

D
as 

unruhige Asien. Reise durch Indien-C
hina-Japan

』(

一
九
二
六
年)

の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
次
に
二
七
年
一
一
月
二
九
日
の
日
記
で
は
「
大
き
な
図
体
の
立
派

な
人
物
と
さ
れ
て
い
る
」「
三
宅
雪
嶺
に
似
て
い
る★

」63
と
い
っ
た
、
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー

の
風
貌
に
関
す
る
印
象
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
秋
田
は
日
本
と
の
繋
が
り

を
示
し
つ
つ
、
そ
の
後
も
旅
行
記
及
び
日
記
で
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
の
言
動
に
度
々
、

言
及
し
て
い
る
が
、
最
も
印
象
的
な
の
は
次
の
別
れ
際
の
シ
ー
ン
で
あ
る
。
カ
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フ
カ
ス
か
ら
黒
海
を
経
て
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ー
ス
ク
駅
に
到
着
し
た
一
二
月
一
日
の

日
記
で
あ
る
。

ド
ル
メ
ン
の
珍
し
い
絵
は
が
き
を
手
に
入
れ
た—

二
枚
買
っ
て
一
枚

を
ド
イ
ツ
の
ホ
リ
ツ
ェ
ル
博
士
に
送
っ
た—

ホ
リ
ツ
ェ
ル
は
ぼ
く
の
詩

が
ほ
し
い
と
い
う
の
で
「
自
然
の
人
を
」
の
歌
を
ホ
ン
ヤ
ク
し
て
や
っ

た
ら
頬
ぺ
た
へ
あ
た
た
か
い
キ
ッ
ス
を
し
て
く
れ
た★

。64

（N
ature killed m

en, M
en killed m

en, o darkness! Everyw
here darkness, 

W
hen shall w

e see the sun shine?
）

こ
の
よ
う
に
秋
田
の
記
述
か
ら
読
み
取
れ
る
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
へ
の
眼
差
し
は
肯

定
的
で
あ
り
、
両
者
の
国
境
を
越
え
た
交
流
の
終
幕
は
麗
し
く
締
め
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
の
方
は
秋
田
を
い
か
に
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
ま
ず
前
項
で
述
べ
た
彼
の
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
の
う
ち
で
旅
行
記
「
ロ
シ

ア
の
祝
祭
」
の
方
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
秋
田
の
姿
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら

な
い
こ
と
が
分
か
る
。
「
ソ
連
の
友
」
世
界
会
議
に
呼
ば
れ
た
各
国
代
表
が
列

挙
さ
れ
る
箇
所
で
「
秋
田
、
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
詩
人der japanische 

B
arde des Proletariats

」
と★

記65

さ
れ
る
の
み
で
、
秋
田
自
身
や
彼
と
の
交
流
に

つ
い
て
踏
み
入
っ
た
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
二
人
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
テ

キ
ス
ト
だ
け
を
見
る
限
り
で
は
、
両
者
の
眼
差
し
は
秋
田
か
ら
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー

へ
の
一
方
向
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
果
た
し
て
ホ
リ
ッ

チ
ャ
ー
に
と
っ
て
秋
田
は
特
筆
す
る
に
足
ら
な
い
存
在
で
あ
っ
た
の
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
も
う
一
つ
の
テ
キ
ス
ト
『
そ
れ
は
モ
ス
ク
ワ
で
起
っ
た
』

に
目
を
向
け
る
と
、
こ
の
理
解
は
必
ず
し
も
正
し
く
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。

そ
れ
を
示
す
二
つ
の
場
面
を
次
に
挙
げ
る
。

一
つ
目
は
、
主
人
公
「
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
氏
」
が
邸
宅
内
で
初
め
て
イ
ン
ド
人

と
共
に
日
本
人
詩
人
を
目
に
す
る
シ
ー
ン
で
あ
る
。

一
人
の
若
い
日
本
人
も
ま
た
卓
に
つ
い
て
い
た
。
と
て
も
背
が
低
く
、

華
奢
で
、
長
髪
で
、
短
く
刈
り
揃
え
た
口
髭
を
備
え
て
い
た
。
彼
は
テ
ー

ブ
ル
の
端
に
座
っ
て
い
て
、
話
し
か
け
ら
れ
る
と
、
そ
の
イ
ン
ド
人
の

よ
う
に
笑
い
な
が
ら
、
誰
に
対
し
て
も
そ
の
柔
ら
か
く
て
微
か
な
声
で

英
語
の
単
語
を
囁
い
て
い
た★

。66

二
七
年
一
一
月
四
日
の
秋
田
の
日
記
に
は
、
ヴ
ォ
ク
ス
本
部
に
招
待
さ
れ
た
際

に
フ
ラ
ン
ス
の
バ
ル
ビ
ュ
ス
と
「
ち
ょ
っ
と
英
語
で
話
し
た★

」67

と
あ
る
よ
う
に
、

英
文
科
で
教
育
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
秋
田
は
簡
単
な
英
語
を
話
す
こ

と
が
で
き
た
よ
う
だ
。
小
説
で
は
こ
の
直
後
、
件
の
イ
ン
ド
人
共
々
、
秋
田
を

指
す
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
「
日
本
人
」
と
「
私
」
は
親
し
く
交
流
す
る
よ
う
に

な
る
。
そ
し
て
こ
の
日
本
人
詩
人
「
ア
ラ
ス
ガA

rasuga

」
が
猫
を
抱
い
て
部

屋
に
入
り
、
こ
れ
と
戯
れ
る
様
が
微
笑
ま
し
く
描
か
れ
る★

。
68

こ
こ
ま
で
の
描
写
で
は
「
ア
ラ
ス
ガ
」
は
優
し
い
東
洋
の
文
人
に
過
ぎ
な

い
が
、
も
う
一
つ
目
の
シ
ー
ン
で
そ
の
印
象
が
一
変
す
る
。
「
私
」
を
含
む

招
待
客
た
ち
が
「
ト
ゥ
ル
キ
ス
タ
ン
出
身
の
コ
ミ
ッ
サ
ー
ルK

om
m

issar aus 

Turkestan

」
か
ら
、
敵
の
将
軍
た
ち
の
虐
殺
や
反
革
命
者
の
処
刑
と
い
っ
た
内

戦
中
の
凄
惨
な
経
験
を
聞
く
場
面
で
あ
る
。
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日
本
人
ア
ラ
ス
ガ
は
一
枚
の
紙
を
前
に
置
い
て
ノ
ー
ト
を
と
っ
た
。

垂
直
に
並
ぶ
細
く
て
小
さ
な
日
本
語
の
文
字
が
間
も
無
く
紙
を
覆
っ
た
。

優
し
く
、
愛
嬌
あ
る
笑
み
を
浮
か
べ
る
日
本
人
詩
人
、
そ
う
そ
れ
は
ア

ラ
ス
ガ
、
日
本
の
苦
し
め
ら
れ
た
、
隷
属
せ
ら
れ
た
、
沈
黙
す
る
農
民

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
詩
人
は
、
鎮
座
し
て
、
恐
ろ
し
い
報
告
に
じ
っ

と
耳
を
傾
け
て
い
た★

。
69

こ
こ
で
「
私
」
の
関
心
は
、
「
森
で
、
広
野
で
の
人
間
狩
りw

ilde Jagd auf 

M
enschen durch die W

älder, über die w
eiten Felder

」と
表
現
さ
れ
る
コ
ミ
ッ

サ
ー
ル
の
戦
闘
の
語
り
よ
り
も
、
猫
を
見
つ
め
る
時
と
「
ま
さ
に
同
じ
そ
の
優

し
い
笑
み
を
浮
か
べ
て
こ
の
ぞ
っ
と
す
る
報
告
に
耳
を
傾
け
て
」
い
た
ア
ラ
ス

ガ
の
方
へ
と
向
か
い
、
次
の
よ
う
な
印
象
を
残
す
。

　
　

私
に
と
り
、
ぞ
っ
と
さ
せ
る
、
血
生
臭
い
行
為
の
数
々
は
、
政
治
的

な
必
要
性
に
よ
っ
て
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
魂
の
中
に
必
要
性
、
そ
し
て

蜂
起
の
手
段
と
目
的
に
よ
っ
て
意
識
が
生
き
て
い
た
、
こ
の
日
本
人
が

こ
こ
に
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
正
当
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
に
も
思

わ
れ
た★

。70

こ
の
引
用
箇
所
の
直
前
で
報
告
の
お
ぞ
ま
し
さ
は
秋
田
の
微
笑
み
に
よ
っ
て

帳
消
し
に
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
場
面
で
は
、
革
命
の
理
念

と
目
的
を
理
解
し
つ
つ
も
、
そ
の
手
段
が
も
た
ら
す
流
血
と
悲
惨
を
前
に
葛
藤

す
る
「
私
」
と
、
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
の
暴
力
的
な
行
為
を
あ
り
の
ま
ま
に
聞
く
「
ア

ラ
ス
ガ
」
が
対
比
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

別
の
箇
所
に
つ
い
て
フ
ェ
ー
ン
ダ
ー
ス
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
本
作
で
は
ロ

シ
ア
革
命
及
び
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
へ
の
完
全
な
礼
賛
と
は
言
え
な
い
ホ
リ
ッ

チ
ャ
ー
の
態
度
が
仄
め
か
さ
れ
る
が★

、
71

上
記
の
二
場
面
で
は
「
ア
ラ
ス
ガ
」
と

「
私
」
の
描
き
分
け
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
は

革
命
直
後
か
ら
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
を
十
年
近
く
観
察
し
続
け
、
そ
の
光
だ
け
で

な
く
、
や
が
て
は
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
内
紛
争
と
い
っ
た
影
も
目
に
し
て
い
た
。

そ
れ
に
対
し
て
秋
田
は
初
め
て
ソ
連
を
訪
れ
て
そ
の
光
だ
け
に
目
が
行
き
が
ち

で
あ
り
、
さ
ら
に
帰
国
後
も
ソ
連
体
制
寄
り
の
記
事
を
書
き
続
け
る
こ
と
に
な

る★

。72

こ
う
し
た
二
人
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
経
験
の
差
異
の
一
端
が
、
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー

の
眼
差
し
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
る
。

本
節
を
小
括
す
れ
ば
、
一
方
で
秋
田
と
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
は
双
方
向
的
な
眼
差

し
を
向
け
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
両
者
の
記
述
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
他
方
で
、
両
者
の
認
識
の
間
に
は
、
彼
ら
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
経
験

の
違
い
に
由
来
す
る
革
命
や
ソ
連
体
制
へ
の
温
度
差
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明

し
た
。第

二
節　

ニ
コ
ス
・
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
の
場
合

⑴
　
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
の
ソ
連
旅
行

ニ

コ

ス
・

カ

ザ

ン

ザ

キ

スΝ
ίκος Καζαντζάκης

（
一

八

八

三

〜

一
九
五
七
）
は
近
現
代
ギ
リ
シ
ャ
の
国
民
的
文
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る★

。73

ク
レ

タ
島
北
部
の
農
家
に
生
ま
れ
、
一
九
〇
六
年
に
ア
テ
ネ
大
学
法
学
部
を
卒
業
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後
、
パ
リ
大
学
に
て
世
界
的
な
影
響
力
を
誇
っ
た
哲
学
者
ア
ン
リ
・
ベ
ル
ク
ソ

ン
の
も
と
で
哲
学
を
学
ぶ
。
第
一
次
大
戦
中
に
鉱
山
業
に
手
を
出
し
て
失
敗
す

る
が
、
そ
の
経
験
は
代
表
作
『
そ
の
男
ゾ
ル
バ
』
（
一
九
四
三
）
の
題
材
と
な
っ

た
。
大
戦
後
は
カ
フ
カ
ス
や
南
ロ
シ
ア
の
ギ
リ
シ
ャ
難
民
帰
還
事
業
な
ど
政
府

事
業
に
携
わ
る
が
、
二
〇
年
代
に
ド
イ
ツ
で
共
産
主
義
の
強
い
影
響
を
受
け
て

公
職
を
離
れ
、
二
五
年
に
特
派
員
と
し
て
初
め
て
ソ
連
を
訪
問
す
る
。
そ
の
後
、

二
七
年
一
〇
月
に
革
命
記
念
祭
に
招
待
さ
れ
て
再
び
ロ
シ
ア
の
地
を
踏
む★

。74

こ

の
時
か
ら
お
よ
そ
二
年
近
く
行
動
を
共
に
す
る
の
が
「
エ
ス
ト
ラ
テ
」
こ
と

フ
ラ
ン
ス
語
作
家
パ
ナ
イ
ト
・
イ
ス
ト
ラ
テ
ィ 

Panait Istrati

（
一
八
八
四
〜

一
九
三
五
）
で
あ
る★

。75

ル
ー
マ
ニ
ア
に
生
ま
れ
、
社
会
主
義
運
動
と
諸
国
放
浪

の
日
々
を
経
て
、
ス
イ
ス
滞
在
中
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
習
得
し
、
同
時
代
か
ら
世

界
的
な
名
声
を
誇
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
に
そ
の
才
を
見
込
ま
れ

て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。
『
キ
ラ
・
キ
ラ
リ
ナK

yra K
yralina

』
（
一
九
二
三
年
）
の

出
版
で
一
躍
、
フ
ラ
ン
ス
左
翼
文
壇
の
寵
児
と
な
る
。
そ
の
後
忘
れ
ら
れ
た
作

家
で
あ
る
が
同
時
代
に
は
、
秋
田
も
記
す
よ
う
に
「
バ
ル
カ
ン
の
ゴ
ー
リ
キ
ー
」

と
し
て
江
湖
に
通
っ
て
い
た★

。76
イ
ス
ト
ラ
テ
ィ
は
ロ
ラ
ン
や
ア
ン
リ
・
バ
ル
ビ
ュ

スH
enri B

arbusse

ら
と
同
様
、
当
初
は
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
好
意
的
な
態
度

を
示
し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
代
表
と
し
て
革
命
記
念
祭
に
招
待
さ
れ
て
い
た
。

カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
と
イ
ス
ト
ラ
テ
ィ
は
二
七
年
一
〇
月
か
ら
約
二
ヶ
月
間
の
ロ

シ
ア
滞
在
を
経
て
、
共
に
ギ
リ
シ
ャ
に
戻
っ
て
講
演
会
を
行
う
が
、
そ
こ
で
官

憲
に
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
宣
伝
の
咎
で
告
発
さ
れ
た
た
め
、
二
八
年
四
月
に
再

び
ロ
シ
ア
に
向
か
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
旅
は
両
者
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
経
験

に
大
き
な
傷
跡
を
残
し★

、77

二
八
年
末
ま
で
に
両
者
は
別
れ
て
ロ
シ
ア
の
地
を

去
っ
て
西
欧
に
戻
る
。
そ
の
後
、
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
は
共
産
主
義
に
幻
滅
し
て
別

の
方
面
で
自
ら
の
文
学
と
思
想
を
形
成
す
る
路
を
選
び
、
イ
ス
ト
ラ
テ
ィ
は
ソ

連
体
制
告
発
の
筆
を
揮
っ
て
フ
ラ
ン
ス
左
翼
知
識
人
か
ら
孤
立
、
不
遇
の
中
で

世
を
去
っ
た★

。78

カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
は
自
ら
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
経
験
を
も
と
に
、
一
九
三
四
年
に
フ

ラ
ン
ス
語
の
小
説
『
ト
ダ
・
ラ
バToda-Raba

』
を
出
版
し
た★

。79

本
作
は
モ
ス

ク
ワ
の
革
命
記
念
祭
へ
と
向
か
う
べ
く
世
界
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
登
場
人
物
が

織
り
な
す
群
像
劇
の
構
成
を
取
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
多
国
籍
の
登
場
人
物
に

よ
っ
て
、
世
界
革
命
や
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
の
議
論
、

男
女
の
出
逢
い
と
別
離
の
ド
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
カ
ザ
ン
ザ

キ
ス
が
旅
し
た
カ
フ
カ
ス
や
中
央
ア
ジ
ア
の
風
景
が
据
え
ら
れ
、
そ
し
て
革
命

の
も
た
ら
し
た
社
会
的
悲
惨
が
所
々
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
の
革
命
記
念
祭
で
は
諸
民
族
の
パ
レ
ー
ド
が
熱
気
を
も
っ
て
描
か
れ
、
登
場

人
物
の
口
々
か
ら
官
僚
化
し
て
い
く
ソ
連
体
制
へ
の
不
満
が
述
べ
ら
れ
る
。

本
稿
は
あ
く
ま
で
秋
田
と
西
洋
知
識
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
痕
跡
を

扱
う
以
上
、
こ
こ
で
は
本
作
の
細
か
い
プ
ロ
ッ
ト
を
論
じ
る
こ
と
は
し
な
い
。

以
下
で
は
秋
田
と
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
の
記
述
に
見
ら
れ
る
両
者
の
交
流
の
痕
跡
を

探
っ
て
い
く
。

⑵
　
秋
田
と
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス 

秋
田
に
お
け
る
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
へ
の
眼
差
し
か
ら
見
て
い
こ
う
。
ま
ず
、

カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
と
イ
ス
ト
ラ
テ
ィ
が
共
に
行
動
し
て
い
る
様
は
秋
田
の
眼
に

も
映
っ
て
い
た
よ
う
で
、
「
カ
フ
カ
ズ
日
記
」
の
記
述
に
そ
れ
は
見
ら
れ
る
。
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一
九
二
七
年
一
一
月
二
六
日
、
ト
ビ
リ
シ
の
ホ
テ
ル
で
「
国
民
文
学
会
」
が
開

か
れ
て
各
国
代
表
が
詩
の
朗
読
に
対
し
て
秋
田
も
含
め
て
感
想
を
述
べ
た
後
、

彼
ら
が
ト
ビ
リ
シ
を
去
る
際
に
「
美
し
い
女
性
の
詩
人
達
が
一
行
を
追
ひ
か
け

て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
や
つ
て
来
た
の
で
、
バ
ル
カ
ン
の
ゴ
ー
リ
キ
ー
や
カ
ザ

ン
・
ザ
ツ
キ
は
大
は
し
や
ぎ

0

0

0

0

0

を
し
て
ゐ
た
」
と
あ
る★

。80

カ
フ
カ
ス
に
お
け
る
カ

ザ
ン
ザ
キ
ス
の
言
動
へ
の
秋
田
の
言
及
は
こ
れ
以
外
に
は
見
る
べ
き
も
の
は
な

い
。し

か
し
な
が
ら
、
注
意
す
べ
き
は
秋
田
が
カ
フ
カ
ス
旅
行
と
は
別
の
場
所
で

自
作
品
を
巡
っ
て
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
と
談
話
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日

記
か
ら
確
認
さ
れ
る
こ
と
だ
が
、
革
命
記
念
祭
前
の
二
七
年
一
一
月
一
日
、
ヴ
ォ

ク
ス
本
部
を
訪
れ
た
秋
田
は
「
カ
ザ
ン
・
ザ
ッ
キ
」
に
会
い
、
ま
た
翌
日
彼
の

訪
問
を
受
け
て
「
色
色
質
問
を
お
互
に
か
わ
し
た
」
と
い
う★

。81

そ
し
て
、
一
一

月
四
日
に
も
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
の
訪
問
を
受
け
て
お
り
、
彼
は
「
メ
リ
ー
嬢
（
論

者
注:

現
地
の
ロ
シ
ア
人
で
秋
田
ら
の
通
訳
・
案
内
役
）
に
「
幼
児
の
殺
戮
時
代
」

の
解
説
を
き
い
て
筆
記
し
て
い
っ
た
」
と
あ
る★

。82

こ
う
し
た
記
述
か
ら
は
、
一

見
、
秋
田
が
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
に
対
し
て
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
文
化
交
渉

を
一
定
程
度
、
積
極
的
に
試
み
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

そ
れ
で
は
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
の
眼
差
し
に
は
、
秋
田
と
の
交
流
、
そ
し
て
彼
の

作
品
の
「
筆
記
」
は
い
か
な
る
形
で
現
れ
て
い
る
の
か
。
ゲ
オ
ル
ギ
ア
ド
ゥ
に

よ
れ
ば
『
ト
ダ
・
ラ
バ
』
の
登
場
人
物
の
モ
デ
ル
は
、
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
自
ら
や

イ
ス
ト
ラ
テ
ィ
な
ど
の
モ
デ
ル
が
存
在
し
て
お
り
、
主
要
人
物
の
一
人
で
日
本

人
詩
人
「
ア
ミ
タA

m
ita

」
の
モ
デ
ル
は
秋
田
だ
と
思
わ
れ
る★

。
83

本
作
品
の
第

一
章
で
は
、
世
界
か
ら
ソ
連
に
向
け
て
発
つ
登
場
人
物
が
そ
の
背
景
や
故
郷
と

共
に
次
々
と
現
れ
て
い
く
が
、
そ
の
中
で
「
ア
ミ
タ
」
は
以
下
の
よ
う
に
、
中

年
の
日
本
人
文
人
と
し
て
登
場
す
る
。

ア
ミ
タ
、
白
髪
交
じ
り
の
詩
人
は
、
原
稿
の
上
に
身
を
か
が
め
た
。

繊
細
な
手
で
、
上
か
ら
下
ま
で
く
ま
な
く
書
い
た
長
い
詩
行
に
。
小
さ

く
て
み
す
ぼ
ら
し
い
、
殺
風
景
な
部
屋
。
本
が
数
冊
、
小
さ
な
水
差
し
、

黄
色
い
カ
ナ
リ
ア
。
部
屋
の
奥
の
黒
く
塗
装
さ
れ
た
棚
の
上
に
、
黄
金

の
細
長
い
仏
陀
像
が
微
笑
ん
で
い
た
。
長
い
脚
で
胡
坐
を
か
き
、
膝
の

上
の
青
い
蓮
が
色
褪
せ
て
い
た★

。
84

カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
の
著
作
に
見
ら
れ
る
秋
田
の
痕
跡
を
め
ぐ
っ
て
決
定
的
に
重

要
な
の
は
、
ア
ミ
タ
が
「
茫
洋
た
る
青
い
日
本
海
」
が
見
え
る
部
屋
に
佇
む
風

景
が
描
か
れ
た
次
の
記
述
で
あ
る
。

ア
ミ
タ
は
詩
行
を
書
く
。
演
劇
で
あ
っ
た
。
春
の
日
に
十
三
人
の
子

供
た
ち
が
芝
生
の
上
で
遊
び
、
声
を
合
わ
せ
て
歌
っ
て
い
る
。
無
骨
で

素
朴
な
十
三
人
の
兵
士
た
ち
が
息
を
切
ら
し
て
突
然
姿
を
現
し
た
。
彼

ら
は
狩
っ
て
い
る
、
人
間
を
狩
っ
て
い
る
。
子
供
た
ち
を
見
て
、
一
人

が
言
っ
た
。

—

命
令
を
聞
い
た
か
？

別
の
一
人
が
答
え
た
。

—

あ
あ
、
だ
と
思
う
ぜ
…
…
。

—

じ
ゃ
あ
殺
し
て
し
ま
お
う
！
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兵
士
た
ち
は
少
し
身
を
か
が
め
、
彼
ら
の
右
腕
を
振
っ
て
、
十
三
人

の
子
供
た
ち
を
打
ち
殺
し
た
。
そ
れ
か
ら
誰
か
が
言
っ
た
。

　
—

命
令
な
ん
て
な
か
っ
た
ん
だ
！

十
三
人
の
兵
士
た
ち
は
各
々
の
盾
で
小
さ
な
死
体
を
覆
い
、
出
立
し

た
。
な
だ
ら
か
な
、
花
咲
く
丘
を
登
り
、
頂
上
で
少
し
立
ち
止
ま
っ
て

か
ら
、
再
び
歩
み
始
め
、
ど
こ
か
に
消
え
て
い
っ
た
。

そ
の
後
で
、
小
さ
な
子
供
た
ち
が
盾
を
持
ち
上
げ
、
観
客
の
前
で
お

辞
儀
し
て
言
っ
た
。

—

泣
か
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
！　

作
り
話
で
す
よ
！　

作
り
話
で
す

よ
！　

た
だ
の
演
劇
な
ん
だ
か
ら★

。85

こ
こ
で
描
か
れ
る
「
ア
ミ
タ
」
の
戯
曲
は
一
九
二
四
年
四
月
に
秋
田
が
雑
誌

『
我
観
』
に
発
表
し
た
「
幼
児
の
殺
戮
時
代
」
の
内
容
を
思
わ
せ
る★

。
86

前
年
九

月
の
関
東
大
震
災
後
、
大
杉
栄
な
ど
の
社
会
主
義
者
の
殺
害
、
そ
し
て
何
よ
り

も
朝
鮮
人
の
虐
殺
を
目
撃
し
て
秋
田
は
こ
れ
に
憤
激
す
る
。
す
ぐ
さ
ま
こ
れ
ら

に
題
を
と
っ
た
一
連
の
戯
曲
を
発
表
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ

が
本
作
で
あ
る
。
藤
田
の
指
摘
す
る
通
り
「
幼
児
の
殺
戮
時
代
」
は
表
現
主
義

の
型
式
を
取
り
、
大
部
分
が
合
唱
と
詩
で
構
成
さ
れ
た
戯
曲
で
あ
る★

。87

島
根
で

平
和
に
暮
ら
し
て
い
た
一
三
人
の
子
供
達
た
ち
の
前
に
不
穏
な
空
気
が
走
り
、

唐
突
に
出
現
し
た
兵
士
た
ち
が
一
人
ず
つ
理
不
尽
に
も
子
供
を
殺
し
て
い
き
、

そ
れ
を
嘆
き
呪
う
母
親
た
ち
が
我
が
子
ら
の
蘇
生
を
祈
る
と
い
う
話
で
あ
る
。

ま
さ
に
上
に
引
用
し
た
内
容
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
カ
ザ
ン
ザ
キ

ス
の
秋
田
と
の
交
流
の
痕
跡
が
明
瞭
に
浮
か
び
上
が
る
。
ま
た
、『
ト
ダ
・
ラ
バ
』

の
結
末
部
に
当
た
る
第
一
六
章
は
、
革
命
記
念
祭
に
集
っ
た
主
人
公
た
ち
が
モ

ス
ク
ワ
中
央
の
諸
民
族
の
パ
レ
ー
ド
を
見
守
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
行
進
を

目
の
前
に
感
情
を
昂
ぶ
ら
せ
る
「
ア
ミ
タ
」
は
「
そ
れ
は
死
の
踊
りla danse 

de la m
ort

で
は
な
い
！
」
と
叫
ん
で
い
る
点
に
も
注
意
し
た
い★

。88

こ
の
台
詞

は
朝
鮮
人
虐
殺
を
直
接
扱
っ
た
戯
曲
の
表
題
「
骸
骨
の
舞
跳
」
を
強
く
連
想
さ

せ
る
。

「
ア
ミ
タ
」
は
『
ト
ダ
・
ラ
バ
』
に
お
い
て
、
技
巧
ば
か
り
凝
ら
し
た
芸
術
に

嵌
り
、
美
し
い
理
想
を
求
め
る
人
物
と
し
て
登
場
し
、
中
央
ア
ジ
ア
の
生
活
の

貧
困
の
現
実
を
目
撃
し
て
大
い
に
衝
撃
を
受
け
て
い
く
様
が
第
四
章
以
下
で
多

く
の
頁
を
割
い
て
描
か
れ
て
い
く
。
こ
の
点
に
当
時
の
ソ
連
体
制
に
賛
成
し
て

い
な
い
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
と
秋
田
の
姿
勢
の
対
比
を
見
出
す
た
め
に
は
、
よ
り
精

緻
な
テ
キ
ス
ト
の
比
較
と
分
析
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
以
上
の
両
作
品
の

内
在
的
検
討
は
ひ
と
ま
ず
措
こ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
本
節
の
考
察
か
ら
、
秋
田
と
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
の
テ
キ
ス
ト
の

比
較
を
通
じ
て
、
両
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
痕
跡
が
双
方
に
存
在
す
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
た
だ
し
、
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
と
の
関
係
と
比
べ
て
次
の
点
に

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
秋
田
と
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
経
験
の
差
異

に
よ
る
相
互
の
認
識
の
違
い
は
存
在
す
る
も
の
の
、
両
者
の
テ
キ
ス
ト
に
等
し

く
交
流
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
秋
田
と
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
の

交
流
に
つ
い
て
は
、
前
者
の
テ
キ
ス
ト
に
あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

後
者
の
テ
キ
ス
ト
に
は
明
瞭
か
つ
強
烈
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
相
互

の
交
流
が
両
者
に
与
え
た
影
響
は
非
対
称
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
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か
ら
両
者
の
互
い
へ
の
関
心
の
高
低
を
推
察
で
き
る
が★

、89

こ
こ
で
は
あ
く
ま
で

テ
キ
ス
ト
上
の
事
実
の
確
認
に
と
ど
め
て
お
く
。

そ
れ
で
は
、
カ
フ
カ
ス
旅
行
と
い
う
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
空
間
に
お
け

る
知
識
人
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
具
体
的
に
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
第
三
章
で
は
特
に
言
語
面
で
の
交
渉
の
困
難
性
と
い
う
点
か

ら
こ
の
問
題
を
扱
う
。

第
三
章　

西
洋
知
識
人
と
の
交
流
に
お
け
る
秋
田
の
困
難

前
章
で
は
東
西
か
ら
の
ソ
連
旅
行
者
の
交
渉
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
複
数
の

テ
キ
ス
ト
に
見
ら
れ
る
相
互
認
識
を
検
討
し
な
が
ら
明
ら
か
に
し
た
の
に
対

し
、
本
章
で
は
旅
行
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
困
難
性
を
言
語
問
題

の
点
か
ら
検
討
す
る
。
第
一
節
で
は
秋
田
の
感
じ
て
い
た
ソ
連
で
の
言
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
全
を
明
ら
か
に
し
、
続
い
て
第
二
節
で
は
そ
れ
を
解
決

す
る
た
め
に
秋
田
が
人
工
言
語
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に
期
待
し
て
自
ら
も
そ
れ
を
実

践
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
秋
田
が
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
空
間
で
抱
い
た
矛
盾
に
つ
い
て
言
語
の
視
点
に
着
目
し
て
論
じ
る
こ
と
で
、

秋
田
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
経
験
の
独
自
性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

第
一
節　

東
西
の
旅
人
を
隔
て
る
壁

前
章
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
秋
田
に
と
っ
て
カ
フ
カ
ス
を
渡
る
旅
行
集

団
は
「
各
國
語
の
驚
く
べ
き
交
響
楽
」
で
あ
っ
た
が
、
す
ぐ
後
に
彼
は
こ
う
付

け
加
え
て
い
る
。
「
然
し
交
響
楽
は
人
類
の
最
大
の
不
幸
の
一
つ
だ★

」90
。
秋
田
自

身
は
あ
か
ら
さ
ま
に
自
ら
の
無
能
を
述
べ
て
は
い
な
い
が
、
彼
が
少
な
く
と
も

カ
フ
カ
ス
旅
行
中
に
は
西
洋
知
識
人
と
ほ
と
ん
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

ろ
う
と
し
な
か
っ
た
、
ま
た
は
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
の

証
言
が
あ
る
。
彼
が
ロ
シ
ア
旅
行
中
に
ギ
リ
シ
ャ
語
で
残
し
た
手
記
、
特
に
カ

フ
カ
ス
旅
行
の
箇
所
に
は
「
秋
田
は
い
つ
も
隅
っ
こ
に
座
り
、
無
口
で
微
笑
ん

で
い
て
、
そ
し
て
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

ト
ビ
リ
シ
か
ら
バ
ト
ゥ
ミ
に
戻
る
際
の
秋
田
は
「
嬉
し
げ
に
貝
殻
を
集
め
て
い

る
。
常
に
喋
ら
な
い
」
と
い
う
様
子
で
あ
っ
た
と
い
う★

。91

ヴ
ォ
ク
ス
本
部
で
こ
そ
、
秋
田
は
通
訳
を
通
じ
て
か
ろ
う
じ
て
カ
ザ
ン
ザ
キ

ス
と
交
流
で
き
た
が
、
ド
イ
ツ
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
が
飛
び
交
う
カ
フ
カ
ス
旅
行

で
は
彼
を
含
め
た
西
洋
知
識
人
と
の
交
流
に
は
困
難
を
き
た
し
て
い
た
可
能
性

が
以
上
の
記
述
か
ら
伺
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
秋
田
に
と
っ
て
「
人
類
最
大
の
不
幸
」
に
響
い
た
「
交
響
楽
」
は

い
か
な
る
言
語
空
間
に
起
因
し
た
の
か
。
ま
ず
、
旅
行
者
同
士
の
間
で
は
主
に

三
つ
の
言
語
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
。
「
カ
フ
カ
ズ
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ォ
ク

ス
の
案
内
役
兼
通
訳
の
男
女
二
人
組
は
「
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語
を

巧
み
に
操
」
っ
て
対
応
し
て
い
た★

。92

ま
た
現
地
人
と
の
会
話
に
つ
い
て
、
ハ
ル

キ
ウ
の
「
文
部
省
」
を
訪
れ
た
際
に
は
「
ド
イ
ツ
語
の
で
き
る
一
革
命
家
が
純

粋
な
そ
し
て
温
和
な
表
情
で
小
ロ
シ
ヤ
語
を
一
語
づ
つ
ド
イ
ツ
語
に
飜
譯
し
て

行
」
っ
た
一
方
で
、
ト
ビ
リ
シ
の
ホ
テ
ル
で
は
グ
ル
ジ
ア
共
和
国
の
「
鼻
の
高

い
教
育
人
民
委
員
（
文
部
大
臣
）
が
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
い
さ
つ
し
た
」
と
い

う★

。93

参
加
者
は
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
や
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
と
い
っ
た
ド
イ
ツ
語
使
用
者

と
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
や
イ
ス
ト
ラ
テ
ィ
と
い
っ
た
フ
ラ
ン
ス
語
使
用
者
の
二
大
集
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団
に
別
れ
て
お
り
、
つ
い
に
両
者
は
対
立
を
始
め
た
こ
と
が
二
七
年
一
一
月

一
九
日
の
記
述
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。

ハ
リ
コ
フ
市
か
ら
二
十
七
キ
ロ
の
ペ
レ
ー
シ
チ
ナ
村
を
訪
ふ
（
中
略
）

こ
こ
で
ド
イ
ツ
語
側
と
フ
ラ
ン
ス
語
側
と
代
表
者
達
の
間
に
軽
い
争
ひ

を
生
じ
た
の
は
、
私
に
ま
た
言
語
の
問
題
を
考
え
さ
せ
た★

。
94

す
な
わ
ち
二
七
年
の
時
点
で
、
旅
行
者
間
で
飛
び
交
う
欧
米
語
の
う
ち
、
英
語

が
か
ろ
う
じ
て
使
え
る
の
み
で
あ
っ
た
秋
田
に
と
っ
て
、
ほ
ぼ
ド
イ
ツ
語
と
フ

ラ
ン
ス
語
の
み
で
構
成
さ
れ
た
空
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
不
都
合

だ
っ
た
。
ロ
シ
ア
語
を
使
用
で
き
る
秋
田
以
外
の
日
本
人
旅
行
者
が
通
訳
や
現

地
人
と
会
話
可
能
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
カ
フ
カ
ス
旅
行
で
の
言
語
的
困
難
性

は
秋
田
の
孤
独
さ
を
さ
ら
に
増
幅
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
こ
う
し
た
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
交
流
に
お
け
る
言
語
上
の
困

難
を
抱
え
た
秋
田
は
い
か
に
具
体
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
っ
た
の
か
。
次
節
で

は
こ
の
論
点
か
ら
秋
田
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
経
験
の
独
自
性
を
位
置
づ
け
た
い
。

第
二
節　

人
工
言
語
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
い
う
希
望 

前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
国
際
交
流
に
お
け
る
言
語
上
の
困
難
は
、
必
ず
し
も

秋
田
の
個
人
的
体
験
の
枠
で
収
ま
る
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
は

国
際
連
盟
や
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
を
は
じ
め
、
国
境
や
官
民
の
別
を
越
え
た
団
体
が

国
際
的
に
大
き
な
存
在
感
を
発
揮
す
る
時
代
で
あ
っ
た
が
、
国
際
会
議
で
の
使

用
言
語
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
二
〇
年
代
当
時
、

公
用
語
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
が
西
洋
言
語
に
限
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

こ
で
西
洋
言
語
を
母
語
と
す
る
人
々
に
対
す
る
、
そ
う
で
な
い
人
々
の
言
語
上

の
ハ
ン
デ
を
克
服
す
る
手
段
と
し
て
期
待
さ
れ
た
の
が
人
工
言
語
エ
ス
ペ
ラ
ン

ト
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
こ
の
言
語
の
歴
史
的
背
景
を
リ
ン
ス
の
研
究
に
基
づ
い
て
簡
潔
に
整

理
し
て
お
こ
う★

。95

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
は
一
八
八
七
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
医
師
ザ

メ
ン
ホ
フ
が
考
案
し
た
人
工
言
語
で
あ
る
。
世
界
中
の
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
、
で
き
る
限
り
文
法
を
単
純
に
、
必
要
語
彙
を
抑
え
て
作

ら
れ
た
。
一
九
〇
五
年
に
初
の
世
界
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
大
会
が
開
催
さ
れ
て
以
来
、

世
界
各
国
の
知
識
人
に
新
た
な
共
通
言
語
と
し
て
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
一
方
、

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
反
政
府
運
動
の
手
段
と
し
て
、
あ

る
い
は
現
地
の
言
語
文
化
へ
の
脅
威
と
し
て
各
国
当
局
に
監
視
を
受
け
た
り
、

弾
圧
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
へ
の
圧
力
は
第
一
次
大
戦
後
も
続
く
が
、
一
方
で
当
時
の

様
々
な
立
場
の
国
際
主
義
か
ら
の
追
い
風
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
国
際
連
盟
で

は
フ
ラ
ン
ス
語
・
英
語
が
公
用
語
と
し
て
通
用
し
て
い
た
状
況
に
対
し
て
、
新

渡
戸
稲
造
に
よ
っ
て
二
一
年
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
公
用
語
化
案
が
出
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
強
力
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
っ
て
そ
の
試
み

は
挫
折
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
時
代
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
公
用
語
化
の
計

画
を
進
め
た
の
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
で
あ
っ
た
。
帝
政
時
代
は
迫
害
を
受
け
て
い
た

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
は
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
政
権
に
は
翻
っ
て
好
意
的
に
受
け

止
め
ら
れ
、
二
〇
年
代
初
頭
に
は
国
内
の
授
業
科
目
と
し
て
提
案
さ
れ
る
よ
う

に
ま
で
な
っ
た★

。96

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
で
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
は
同
年
代
半
ば
に
は
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全
盛
期
を
迎
え
、
国
境
を
超
え
た
労
働
者
同
士
の
交
流
手
段
と
し
て
の
拡
大
が

目
指
さ
れ
た
。
だ
が
、
三
〇
年
代
に
入
る
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
団

体
内
で
の
路
線
対
立
が
激
し
く
な
り
、
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
の
強
化
に
伴
っ
て
運

動
は
衰
退
し
て
い
っ
た
。

日
本
及
び
秋
田
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
一
九
〇
六
年
に
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン

ト
協
会
（Japana Esperanto-Instituto

、
以
下JEI

と
称
す
）
が
発
足
、
参
考
書
も

出
版
さ
れ
て
い
る
。
秋
田
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
へ
の
関
わ
り
は
、
ロ
シ
ア
人
作
家

ヴ
ァ
シ
リ
ー
・
エ
ロ
シ
ェ
ン
コВасилий Яковлевич Ерош

енко

と★

の97

出

会
い
か
ら
始
ま
る
。
一
九
一
五
年
（
三
三
歳
）
二
月
二
一
日
、
秋
田
が
来
日
し

た
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
を
迎
え
、
彼
が
「
盲
人
で
あ
り
な
が
ら
、
世
界
の
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
運
動
の
た
め
に
熱
心
に
働
ゐ
て
い
る
こ
と
」
を
知
っ
て
感
銘
を
受
け
た
こ

と
が
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
翌
日
に
は
当
時
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
学
習
を
始
め
て

「
三
月
ほ
ど
で
ほ
ぼ
こ
の
言
葉
を
会
得
し
た
」
と
い
う★

。
98

以
降
、
彼
と
行
動
を

共
に
し
て
い
く
秋
田
は
、
自
ら
参
考
書
の
出
版
に
関
わ
る
な
ど
、
日
本
で
の
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
の
主
要
人
物
の
一
人
と
な
っ
て
い
く★

。99

し
か
し
、
ロ
シ
ア
革

命
を
経
て
ロ
シ
ア
人
の
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
は
日
本
で
は
要
注
意
人
物
扱
い
さ
れ
、

二
一
年
五
月
の
メ
ー
デ
ー
に
秋
田
と
共
に
参
加
し
た
た
め
検
挙
、
国
外
追
放
と

な
る
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
秋
田
は
「
友
の
会
」
世
界
会
議
に
お
い
て
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
の
公
用
語
化
に
関
す
る
提
議
に
熱
心
に
勤
し
ん
で
い
た
こ
と
を
日
記
に

残
し
て
い
る★

。
100

世
界
会
議
を
含
め
た
国
際
社
会
で
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
運
動
と
知
識
人
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
深
く
は
立
ち
入
ら
な

い
。
以
下
で
は
、
秋
田
が
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
通
じ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
カ
フ
カ
ス

旅
行
で
、
い
か
な
る
西
洋
知
識
人
と
の
交
流
を
経
験
し
た
の
か
を
論
じ
る
。

同
旅
行
で
秋
田
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
出
身
の
「
ク
ラ
イ
ン
氏★

」101

と
い
う
エ
ス
ペ

ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
積
極
的
に
交
流
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
カ
フ
カ
ズ
日
記
」

の
二
七
年
一
一
月
二
一
日
の
記
述
で
は
ハ
ル
キ
ウ
か
ら
バ
ク
ー
の
間
に
お
い

て
、「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ク
ラ
イ
ン
は
私
を
訪
ね
て
来
て
、「
君
が
（
ダ
ン
ツ
オ
・
デ
・

ス
ケ
ル
ト
イ
）
の
著
者
と
同
人
だ
と
は
昨
日
ま
で
知
ら
な
か
つ
た
。
」
と
い
つ
て

私
に
握
手
を
求
め
た
」
と
い
う★

。102
「
ダ
ン
ツ
オ
・
デ
・
ス
ケ
ル
ト
イD

anco de 

skeltoj

」
と
は
、
二
七
年
に
秋
田
がJEI

か
ら
出
版
し
て
い
た
『
骸
骨
の
舞
跳
』

の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
翻
訳
版
で
あ
る
可
能
性
が
高
い★

。
103

人
工
言
語
を
通
じ
て
ト
ラ

ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
交
渉
が
十
分
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
秋
田
は
後
に
以
下
の

よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

私
は
こ
の
時
、
自
分
の
作
物
に
対
し
て
少
し
の
自
信
も
自
負
心
も
持

つ
て
ゐ
な
か
つ
た
が
、
こ
の
言
葉
及
び
言
語
の
創
始
者
に
対
し
て
深
い

感
謝
の
情
を
い
だ
か
さ
れ
た★

。
104

ま
た
、
同
様
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
秋
田
に
よ
れ
ば
、
ク
ラ
イ
ン
は
エ
ス

ペ
ラ
ン
ト
訳
で
読
ん
だ
秋
田
の
戯
曲
「
ス
ダ
ラ
の
泉
」
を
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
に
翻

訳
し
て
聞
か
せ
て
や
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る★

。105

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
は
秋
田
と
カ

ザ
ン
ザ
キ
ス
の
文
化
的
交
流
に
間
接
的
な
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
。

こ
の
後
、
文
化
面
や
私
事
に
渡
る
ま
で
秋
田
は
ク
ラ
イ
ン
と
何
度
も
会
話
し

た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
確
か
に
存
在
し
た
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
介
し
た
知
識
人
同
士
の
グ

ロ
ー
バ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
秋
田
独
自
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
経
験
で

あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
後
、
二
八
年
に
入
っ
て
ソ
連
各
地
の
教
育
機
関
を
訪

れ
、
秋
田
は
日
本
人
参
加
者
の
中
で
唯
一
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運

動
及
び
教
育
に
つ
い
て
の
記
事
を
執
筆
す
る
こ
と
に
な
る★

。
106

こ
の
よ
う
に
西
欧
主
要
言
語
を
使
え
な
い
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
苦
手
と
す
る

秋
田
の
よ
う
な
問
題
意
識
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
へ
の
期
待
は
、
西
洋
知
識
人
に
は

共
有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
秋
田
と
交
流
し
た
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
の
言
語

観
か
ら
も
分
か
る
だ
ろ
う
。「
友
の
会
」
世
界
会
議
で
は
多
国
籍
の
参
加
者
に
「
配

慮
」
し
て
、
ロ
シ
ア
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
中
国
語
の
各
国

語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
様
を
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。通

訳
の
う
ち
に
は
翻
訳
の
天
才
が
い
る
も
の
の
、
核
と
な
る
ス
ロ
ー

ガ
ンK

ernsprüche

を
ナ
ン
セ
ン
ス
な
決
ま
り
文
句nichtssagenden 

Floskeln

に
変
性
さ
せ
る
危
険
な
ほ
ど
に
無
学
な
者
も
い
る
。
大
切
な

の
は
雰
囲
気
だ
。
大
切
な
の
は
、
互
い
に
面
と
向
き
あ
っ
てSich-von-

A
ngesicht-zu-A

ngesicht-Sehen

、
握
手
を
交
わ
す
（
中
略
）
こ
と
だ★

。
107

こ
の
点
か
ら
は
、
第
二
章
第
一
節
で
述
べ
た
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
が
自
身
と
秋
田

と
の
間
に
認
め
た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
認
識
を
め
ぐ
る
温
度
差
と
は
ま
た
別
の
論
点
が

浮
か
び
上
が
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
二
七
・
二
八
年
当
時
、
革
命
の
暴
力
性
や

官
僚
化
の
進
行
と
い
っ
た
ソ
連
社
会
の
負
の
部
分
に
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
は
気
づ
い

て
い
た
の
だ
が
、
秋
田
は
ソ
連
の
社
会
や
制
度
を
礼
賛
す
る
一
方
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
言
語
問
題
に
目
を
向
け
る
と
、
逆
に
秋
田
が
問
題
を
深

刻
に
捉
え
、
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
は
こ
れ
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
。

お
わ
り
に 

以
上
、
ソ
連
旅
行
に
お
け
る
カ
フ
カ
ス
旅
行
と
い
う
一
期
間
、
そ
れ
も
ロ
シ

ア
国
外
か
ら
訪
れ
た
東
西
出
身
の
旅
行
者
同
士
の
交
流
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の

上
で
彼
ら
の
残
し
た
多
様
な
複
数
言
語
の
テ
キ
ス
ト
を
比
較
・
検
討
す
る
こ
と

で
、
秋
田
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
経
験
を
国
際
的
な
位
置
づ
け
を
試
み
て
き
た
。
そ
の

成
果
と
し
て
少
な
く
と
も
次
の
二
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
ソ
連
旅
行
と
い
う
共
通
の
経
験
に
お
い
て
知
識
人
同
士
が
残
し
た

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
交
流
と
、
そ
れ
が
彼
ら
の
経
験
へ
相
互
に
残
し
た
痕

跡
を
独
自
の
手
法
で
発
見
し
た
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
秋
田
、
ホ

リ
ッ
チ
ャ
ー
、
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
の
三
者
の
テ
キ
ス
ト
は
従
来
、
一
国
単
位
の
歴

史
学
や
文
学
研
究
の
中
で
扱
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、
本
論
は
歴
史
的
背

景
と
し
て
ソ
連
の
対
外
文
化
政
策
に
つ
い
て
確
認
し
た
上
で
、
そ
こ
か
ら
生
じ

る
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
経
験
」
と
い
う
補
助
線
に
よ
っ
て
三
者
の
テ
キ
ス
ト
を
結
ん

だ
。
次
に
秋
田
の
残
し
た
テ
キ
ス
ト
を
他
二
者
の
も
の
と
比
較
・
検
討
す
る
こ

と
で
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
形
態
を
取
る
テ
キ
ス
ト
か
ら
、
彼
ら
の
現
地
で

の
交
流
や
相
互
認
識
の
あ
り
方
を
可
能
な
限
り
再
現
し
た
ば
か
り
で
な
く
、

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
形
態
を
取
る
テ
キ
ス
ト
か
ら
、
秋
田
と
の
交
流
が
西
洋
知
識
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人
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
経
験
に
与
え
た
影
響
の
痕
跡
を
指
摘
し
た
。
も
っ
と
も
歴
史

学
的
に
は
後
者
の
よ
う
な
「
痕
跡
」
は
過
去
の
「
事
実
」
の
有
無
を
一
対
一
で

判
定
す
る
も
の
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
本
稿
の
取
り
上
げ
る
事
例
は
、

革
命
記
念
祭
を
中
心
に
各
国
知
識
人
が
織
り
な
し
た
蜘
蛛
の
巣
の
一
欠
片
に
過

ぎ
な
い
。
し
か
し
、
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
な
テ
キ
ス
ト
比
較
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ

た
「
痕
跡
」
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
忘
却
の
淵
に
あ
っ
た
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
リ
ン
ク

の
存
在
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
異
な
る
言
語
や
種
類
の
テ
キ
ス
ト
を
歴
史
的
背
景
に
即
し
て

比
較
・
検
討
す
る
こ
と
は
、
単
に
文
化
・
文
学
史
上
の
新
発
見
を
も
た
ら
す
だ

け
で
は
な
い
。
第
二
に
指
摘
で
き
る
成
果
は
、
秋
田
の
ロ
シ
ア
革
命
及
び
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
社
会
へ
の
認
識
を
、
他
の
日
本
人
参
加
者
と
だ
け
で
な
く
、
西
洋
知
識
人

と
比
較
す
る
こ
と
で
、
秋
田
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
経
験
を
新
た
な
視
点
に
基
づ
い
て

位
置
づ
け
直
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
ま
ず
第
一
章
第

二
節
に
て
、
秋
田
を
専
門
知
識
人
（
ロ
シ
ア
地
域
研
究
）
の
見
地
か
ら
否
定
的

に
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
公
共
知
識
人
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
性
）
か
ら
捉
え

直
す
こ
と
を
提
唱
し
た
。
西
洋
の
訪
ソ
知
識
人
の
事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

一
九
二
〇
年
当
時
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
経
験
と
そ
の
メ
デ
ィ
ア
発
信
は
、
必
ず
し
も

ロ
シ
ア
専
門
家
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
本
稿
に

お
い
て
も
、
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
や
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
に
比
べ
て
ソ
連
社
会
の
光
と
陰

の
両
方
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
目
を
向
け
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
、
や
は
り
秋

田
は
ソ
連
体
制
の
礼
賛
者
を
演
じ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い★

。108

し
か

し
な
が
ら
、
秋
田
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
を
ロ
シ
ア
と
い
う
地
域
固
有
の
問
題
で
は
な

く
、
文
化
の
違
い
を
超
え
て
論
じ
る
べ
き
普
遍
的
な
問
題
と
し
て
向
き
合
っ
た
。

地
域
研
究
者
と
は
違
っ
て
ロ
シ
ア
語
が
使
え
ず
、
ま
た
西
欧
言
語
に
も
通
じ
て

い
な
か
っ
た
秋
田
で
あ
れ
ば
こ
そ
見
え
た
も
の
が
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
空

間
で
の
言
語
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
ソ
連
で
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
へ
の
期
待

へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。
そ
し
て
こ
の
点
に
こ
そ
秋
田
の
経
験
の
独
自
性
が
存
在

す
る
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。 

右
の
よ
う
な
成
果
が
見
ら
れ
る
一
方
、
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま

ず
、
本
稿
で
は
革
命
記
念
祭
を
訪
れ
た
日
本
知
識
人
の
う
ち
で
一
個
人
に
の
み

焦
点
を
絞
っ
た
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
戦
間
期
日
本
知
識
人
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
経
験

の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
で
き
な
い
。
今
後
は
秋
田
以
外
の
訪
ソ
経
験
者
に

つ
い
て
調
査
を
進
め
る
共
に
、
個
人
間
の
関
係
か
ら
集
団
間
の
関
係
へ
と
視
点

の
転
換
を
図
る
。
具
体
的
に
は
第
一
章
第
二
節
で
言
及
し
た
日
露
芸
術
協
会
の

活
動
を
日
ソ
双
方
の
史
料
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
し★

、109

秋
田
や
米
川
、
尾
瀬
と

い
っ
た
知
識
人
の
位
置
づ
け
を
改
め
て
行
い
た
い
。

次
に
本
稿
が
扱
う
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
経
験
は
、
国
外
か
ら
の
訪
ソ
知
識
人
同
士
の

交
流
だ
け
に
絞
ら
れ
、
日
本
知
識
人
の
ソ
連
観
察
及
び
現
地
人
と
の
直
接
の
交

流
そ
れ
自
体
は
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
。
戦
間
期
の
日
本
で
は
多
く
の
ソ
連
旅

行
記
や
関
連
書
籍
・
記
事
が
執
筆
ま
た
は
翻
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
差
し
当
た
り
、

日
ソ
国
交
回
復
か
ら
革
命
記
念
祭
後
ま
で
の
時
期
に
対
象
を
絞
っ
た
上
で
、
ソ

ヴ
ィ
エ
ト
文
化
の
日
本
で
の
受
容
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
た
い
。

以
上
、
今
後
の
課
題
と
展
望
の
提
示
を
も
っ
て
今
回
は
擱
筆
と
す
る
。

★
1 

例
え
ば
日
本
の
ロ
シ
ア
・
ソ
連
史
研
究
者
の
最
大
の
成
果
と
し
て
、
岩
波
書
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店
が
同
年
に
か
け
て
出
版
し
た
研
究
論
集
『
ロ
シ
ア
革
命
と
ソ
連
の
世
紀
』

シ
リ
ー
ズ
全
五
巻
が
あ
る
。

★
2 

富
田
武
「
ロ
シ
ア
革
命
と
日
本
人
」『
思
想
』
一
一
一
九
（
二
〇
一
七
年
七
月
）

号
、
九
頁
。

★
3 

例
え
ば
、
日
本
政
治
外
交
史
家
の
酒
井
哲
哉
氏
は
、
東
ア
ジ
ア
国
際
政
治
史

の
観
点
で
は
戦
間
期
の
ソ
連
の
東
ア
ジ
ア
外
交
の
重
要
性
は
「
半
ば
自
明
な

事
柄
」
で
あ
っ
た
が
、
史
料
的
制
約
が
研
究
の
大
き
な
壁
と
な
っ
て
い
た
と

述
べ
る
。
麻
田
雅
文
編
『
ソ
連
と
東
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治
』
み
す
ず
書
房
、

二
〇
一
七
年
、
二
〜
三
頁
。

★
4 

富
田
武
『
戦
間
期
の
日
ソ
関
係
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
。
前
掲
麻
田
編
『
ソ

連
と
東
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治
』
。

★
5 

そ
の
意
味
で
例
え
ば
、
一
九
二
八
年
の
市
川
左
団
次
一
座
の
ソ
連
公
演
を
取

り
上
げ
た
永
田
靖, 

上
田
洋
子, 

内
田
健
介
編
『
歌
舞
伎
と
革
命
ロ
シ
ア
』

森
話
社
、
二
〇
一
七
年
は
貴
重
な
研
究
で
あ
る
。

★
6 

例
え
ば
、
戦
間
期
の
ソ
連
と
の
文
化
交
流
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
知
識
人

の
動
向
を
扱
っ
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
と
し
て
、Stern, Ludm

ila, W
estern 

Intellectuals and the Soviet U
nion,1920-1940, N

ew
 York, 2007

が
あ
る
。

な
お
、
文
化
面
だ
け
に
焦
点
を
絞
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
国
際
共
産
主

義
運
動
に
つ
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
展
開
を
中
心
に
、
新
た
な
史
料
と
ト

ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
枠
組
か
ら
再
考
し
た
論
集
と
し
て
、W

eiss, H
olger 

(ed.), International com
m

unism
 and transnational solidarity : radical 

netw
orks, m

ass m
ovem

ents and global politics, 1919-1939, Leiden, 2017

が
あ
る
。

★
7 

池
田
嘉
郎
『
ロ
シ
ア
革
命
』
二
〇
一
七
年
、
ⅴ
〜
ⅶ
頁
。

★
8 

「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
」
と
「
ソ
連
」
の
名
称
区
分
に
つ
い
て
は
次
の
立
場
を
取
る
。

一
九
一
七
年
一
〇
月
に
ロ
シ
ア
・
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
共
和
国
が
成
立
し
て
、
二
二

年
一
二
月
に
ザ
カ
フ
カ
ー
ス
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
白
ロ
シ
ア
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
共

和
国
と
共
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
が
成
立
す
る
。
こ
の
経
緯

を
踏
ま
え
、
二
二
年
末
以
前
に
つ
い
て
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
、
そ
れ
以
後
は
ソ
連

と
称
す
る
。
た
だ
し
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
政
権
下
の
ロ
シ
ア
で
成
立
し
た
文

化
に
つ
い
て
は
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
文
化
」
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。

★
9 

冷
戦
後
の
ソ
連
文
化
外
交
の
研
究
の
進
展
を
踏
ま
え
た
、
知
識
人
の
ソ
連
旅

行
及
び
旅
行
記
と
そ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
の
再
評
価
に
つ
い
て
は
次

を
参
照
。C

œ
uré, Sophie , « Les Voyages entre l' U

R
SS et l' O

ccident », 

Les C
ahiers Sirice 16 (2016) , pp. 116-126. 

★
10 

ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
自
ら
の
正
統
性
を
示
す
た
め
、
一
九
〇
五
年
革
命
や
十

月
革
命
を
記
念
す
る
祭
典
を
二
〇
年
代
か
ら
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
。
以

上
を
取
り
上
げ
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
と
し
て
、C

orney, Frederick C
., Telling 

O
ctober, Ithaca/ London, 2004

が
あ
る
。

★
11 

戦
間
期
に
ソ
連
を
訪
れ
た
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
の
知
識
人
を
比
較
し
、
彼
ら

の
旅
行
経
験
を
再
現
す
る
と
共
に
、
そ
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
観
や
そ
こ
に
現
れ

る
問
題
意
識
に
つ
い
て
比
較
を
行
っ
た
も
の
と
し
て
、O

berloskam
p, Eva,  

Frem
de neue W

elten, M
ünchen, 2011

が
あ
る
。

★
12 

初
出
は
以
下
の
通
り
。
秋
田
雨
雀
「
カ
フ
カ
ズ
日
記
」
『
中
央
公
論
』

一
九
二
八
年
八
月
号
、
二
三
一
〜
四
〇
頁
。
翌
年
に
他
の
多
く
の
ソ
連
関
係

の
記
事
と
共
に
、
秋
田
雨
雀
『
若
き
ソ
ウ
エ
ー
ト
・
ロ
シ
ヤ
』
（
叢
文
閣
、

一
九
二
九
年
）
に
同
題
で
収
録
さ
れ
た
（
二
二
九
〜
四
四
頁
）
。
本
稿
で
は

前
者
を
用
い
る
。

★
13 
秋
田
の
日
記
は
死
後
、
彼
の
女
婿
・
上
田
進
（
ロ
シ
ア
文
学
者
）
の
弟
・
尾

崎
宏
次
（
演
劇
評
論
家
）
の
編
集
を
経
て
、
未
来
社
よ
り
全
四
巻
で
初
め
て

刊
行
・
公
開
さ
れ
た
。
全
四
七
冊
の
日
記
は
一
九
一
五
〜
六
二
年
分
が
残
さ

れ
た
が
、
本
論
は
ソ
連
旅
行
期
が
含
ま
れ
る
第
二
巻
（
一
九
二
七
〜
三
四
年



21 秋田雨雀のソヴィエト経験（1927）

分
）
を
特
に
参
照
す
る
。
秋
田
雨
雀
『
秋
田
雨
雀
日
記
』
（
第
二
巻
）
、
未
来

社
、
一
九
六
五
年
。
日
記
の
刊
行
及
び
編
集
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
同
前
、

一
〜
六
頁
。
し
か
し
、
六
頁
の
「
凡
例
」
で
「
日
記
中
の
長
文
の
ロ
シ
ア
語
、

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
記
録
は
、
必
要
と
思
わ
れ
る
以
外
は
こ
れ
を
除
き
」
と
い

う
記
述
に
は
史
料
上
の
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。
秋
田
の
国
際
的
な
活
動

を
扱
う
本
論
に
お
い
て
、
こ
こ
で
除
外
さ
れ
た
記
録
は
む
し
ろ
重
要
に
な
る

可
能
性
が
残
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
改
め
て
秋
田
日
記
の
原

史
料
を
参
照
し
た
上
で
、
別
の
機
会
に
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

★
14 

秋
田
の
回
想
録
は
、
秋
田
雨
雀
『
五
十
年
生
活
年
譜
』
ナ
ウ
カ
社
、

一
九
三
六
年
。
な
お
、
後
者
に
つ
い
て
戦
後
に
三
〇
年
代
以
降
の
部
分
を
加

筆
し
た
も
の
が
『
雨
雀
自
伝
』
の
題
で
新
評
論
社
か
ら
一
九
五
三
年
に
出
版

さ
れ
た
。
両
者
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
五
三
年
版
の
三
三
年
六
月
分
（
一
九
一

頁
）
ま
で
は
三
六
年
版
の
記
述
が
流
用
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
年
代
ま
で
の
秋

田
の
言
動
を
扱
う
本
稿
で
は
、
同
時
代
史
料
で
あ
る
前
者
を
用
い
た
。

★
15 Баннай, Токуаки (

坂
内
徳
明) , О

дин Я
понец в Б

елоруссии в 1928 г., 

H
itotshubashi Journal of A

rts and Sciences 54-1(2013), С
.19. 

太
田
丈

太
郎
『
「
ロ
シ
ア
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
を
生
き
る
』
成
文
社
、
二
〇
一
四
年
、

二
八
一
頁
。

★
16 

本
節
で
の
秋
田
の
経
歴
に
つ
い
て
は
次
に
収
め
ら
れ
た
「
秋
田
雨
雀
年
譜
」

の
詳
細
な
記
述
に
依
拠
し
て
い
る
。
藤
田
龍
雄
『
秋
田
雨
雀
研
究
』
津
軽
書
房
、

一
九
七
二
年
、
二
八
七
〜
四
八
一
頁
。
本
書
は
今
も
な
お
、
戯
曲
・
詩
・
小
説
・

童
話
と
い
っ
た
幅
広
い
秋
田
の
芸
術
活
動
を
包
括
す
る
、
ほ
ぼ
唯
一
の
モ
ノ

グ
ラ
フ
ィ
ー
と
し
て
欠
か
せ
な
い
。

★
17 

坪
内
逍
遥
（
一
八
五
九
〜
一
九
三
五
）
は
日
本
の
小
説
家
・
劇
作
家
・
英
文

学
者
。
創
作
活
動
に
加
え
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
翻
訳
・
研
究
で
も
知
ら
れ
、

近
代
日
本
文
学
・
演
劇
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
な
お
秋
田
の
デ
ビ
ュ
ー
作
『
黎

明
』
に
は
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。

★
18 

島
村
抱
月
（
一
八
七
一
〜
一
九
一
八
）
は
日
本
の
小
説
家
・
劇
作
家
・
文
芸

評
論
家
。
文
芸
誌
『
早
稲
田
文
学
』
の
主
催
者
と
し
て
自
然
主
義
文
学
運
動
を
、

坪
内
と
「
文
芸
協
会
」
を
設
立
し
て
新
劇
運
動
を
そ
れ
ぞ
れ
主
導
す
る
が
、

ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
よ
り
死
去
。

★
19 

小
山
内
薫
（
一
八
八
一
〜
一
九
二
八
）
は
日
本
の
劇
作
家
・
批
評
家
。
東
京

帝
大
時
代
に
同
人
誌
『
新
思
潮
』
を
創
刊
し
て
西
洋
演
劇
の
翻
訳
・
紹
介
に

努
め
、
自
ら
も
第
一
次
大
戦
後
に
渡
欧
し
て
演
劇
を
学
ぶ
。
二
代
目
市
川
左

團
次
と
設
立
し
た
「
自
由
劇
場
」
は
文
芸
協
会
と
共
に
新
劇
運
動
の
拠
点
と

な
っ
た
。
「
築
地
小
劇
場
」
の
設
立
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
秋
田
や
米
川

と
の
訪
ソ
の
直
後
に
急
死
。

★
20 

こ
こ
で
秋
田
の
日
ソ
文
化
交
渉
へ
の
関
わ
り
は
一
過
性
の
も
の
で
は
な
い
こ

と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
、
一
九
五
三
年
一
月
末
の
秋
田
の
生
誕

七
〇
年
を
祝
う
会
に
て
ソ
連
代
表
ロ
ー
ジ
ン
と
交
流
し
て
い
る
他
、
同
年

一
一
月
八
日
に
は
日
ソ
図
書
館
で
の
米
川
正
夫
歓
迎
会
、
五
七
年
九
月
二
五

日
に
は
ソ
連
大
使
館
で
の
ボ
リ
シ
ョ
イ
・
バ
レ
ー
団
の
パ
ー
テ
ィ
ー
、
五
九

年
一
一
月
七
日
に
は
同
大
使
館
で
の
革
命
記
念
祭
、
六
一
年
一
〇
月
一
九
日

に
は
日
ソ
協
会
五
周
年
記
念
祝
賀
会
に
そ
れ
ぞ
れ
出
席
す
る
な
ど
、
晩
年
に

至
る
ま
で
ソ
連
と
の
関
わ
り
は
続
い
た
。
前
掲
藤
田
『
秋
田
雨
雀
研
究
』

四
四
九
、
四
五
二
、
四
六
五
、
四
七
一
、
四
七
六
頁
。

　
　

 
 

な
お
、
一
九
六
〇
年
代
に
ソ
連
で
出
版
さ
れ
た
『
演
劇
事
典
』
と
『
簡
易

文
学
事
典
』
に
は
秋
田
の
記
事
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
に
お
い
て

も
二
七
・
八
年
の
訪
ソ
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。М

окульский, С
.С

. 

(главны
й ред.), Театральная энциклопедия, Т.1, М

ocква., 1961, C
.110. 

Сурков, А
.А

. (главны
й ред.) К

раткая литературная энциклопедия, T.1, 

М
ocква, 1962, C

.117.
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★
21 

近
年
で
は
関
東
大
震
災
後
の
朝
鮮
人
や
社
会
主
義
者
の
殺
害
を
扱
っ
た
作
品

に
つ
い
て
の
研
究
が
見
ら
れ
る
。
中
沢
弥
「
〈
死
の
舞
踏
〉
を
踊
る
人
々
」『
湘

南
国
際
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
一
〇
（
二
〇
〇
三
）
、
一
四
六
−
一
三
六
頁
。

津
久
井
隆
「
関
東
大
震
災
を
描
く
と
い
う
こ
と
」
『
国
文
学
研
究
』
一
五
〇

（
二
〇
〇
六
）
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
、
八
一
−
九
一
頁
。

★
22 

例
外
と
し
て
次
の
二
つ
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
秋
田
の
ロ
シ
ア
民
話
の
翻

訳
活
動
と
彼
の
童
話
創
作
に
与
え
た
ロ
シ
ア
文
化
の
影
響
を
扱
っ
た
、
南
平

か
お
り
「
児
童
文
学
者
と
し
て
の
秋
田
雨
雀
と
ロ
シ
ア
文
学 

: 

童
話
「
鷹
の

御
殿
」
と
『
露
西
亜
童
話
集
』
を
め
ぐ
っ
て
」
『
ロ
シ
ア
文
化
研
究
』 

二
三

（
二
〇
一
六
）
、
早
稲
田
大
学
ロ
シ
ア
文
学
会
、
一
七
〜
三
八
頁
。
そ
し
て
、

ソ
連
滞
在
中
の
秋
田
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
の
農
村
観
察
を
論
じ
、
彼
の
日
記
の

該
当
箇
所
の
ロ
シ
ア
語
訳
を
付
し
た
も
の
と
し
て
、Баннай, op. cit.

が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
後
者
は
秋
田
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
旅
行
に
論
点
に
の
み
を
絞
っ

て
お
り
、
ソ
連
旅
行
全
体
は
お
ろ
か
、
カ
フ
カ
ス
で
の
経
験
を
扱
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。

★
23 

例
え
ば
次
の
よ
う
な
研
究
は
、
ロ
シ
ア
地
域
研
究
の
立
場
か
ら
、
革
命
記
念

祭
で
現
地
を
訪
れ
て
い
た
日
本
人
の
動
向
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
詳
し

く
論
じ
て
い
る
。
太
田
丈
太
郎
『
「
ロ
シ
ア
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
を
生
き
る
』
成

文
社
、
二
〇
一
四
年
。
笠
間
啓
治
「
小
説
『
道
標
』
の
人
々
−
−
一
九
二
七

／
二
八
年
冬
モ
ス
ク
（
二
）
」
（
柳
富
子
編
著
『
ロ
シ
ア
文
化
の
森
へ
』
ナ
ダ

出
版
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
一
年
、
五
五
五
〜
六
九
頁
）
。

★
24 

秋
田
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
『
罪
と
罰
』
を
英
訳
で
（
一
八
八
五
年
に
シ
カ

ゴLaird &
 Lee

社
か
ら
出
版
さ
れ
た 

Frederick W
hishaw

に
よ
る
翻
訳: 

Fedor D
ostoieffsky, C

rim
e and Punishm

ent

だ
と
思
わ
れ
る
）
、
ゴ
ー
リ
キ
ー

『
二
狂
人
』
（
『
カ
ル
コ
集
』
春
陽
堂
、
一
九
〇
七
年
所
収
）
、
ゴ
ー
ゴ
リ
『
狂

人
日
記
』
（
『
乞
食
』
彩
雲
閣
、
一
九
〇
九
年
所
収
）
、
ア
ン
ド
レ
イ
エ
フ
『
血

笑
記
』
（
易
風
社
、
一
九
〇
八
年
）
を
二
葉
亭
四
迷
に
よ
る
翻
訳
で
愛
読
し

て
い
た
と
い
う
。
前
掲
秋
田
『
五
十
年
生
活
年
譜
』
、
二
四
〜
二
五
頁
。

★
25 

ボ
リ
ス
・
ア
ン
ド
レ
ー
ヴ
ィ
チ
・
ピ
リ
ニ
ャ
ー
ク
（
一
八
九
四
〜

一
九
三
八
）
は
ロ
シ
ア
・
ソ
連
の
作
家
。
そ
の
前
衛
的
な
作
風
で
「
同
伴
者

作
家
」
の
代
表
格
と
し
て
知
ら
れ
た
。
体
制
批
判
の
態
度
を
取
っ
た
た
め
「
日

本
の
ス
パ
イ
」
と
し
て
粛
清
さ
れ
た
。

★
26 

日
本
で
の
ロ
シ
ア
飢
饉
救
済
運
動
に
つ
い
て
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
見
地
か
ら
再

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ヴ
ォ
ク
ス
の
前
身
組
織
は
、
全
世
界
的
に
進
め
ら

れ
た
飢
饉
救
済
運
動
の
た
め
に
設
け
ら
れ
、
海
外
か
ら
の
救
援
組
織
の
受
入

と
彼
ら
へ
の
対
外
宣
伝
を
行
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。D

avid-Fox, M
ichael, 

Show
casing the G

reat Experim
ent, O

xford / N
ew

 York, 2011, pp. 30-34. 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
改
め
て
扱
う
予
定
で
あ
る
。

★
27 

ロ
シ
ア
語
表
記
で
の
正
式
名
称
はВ

сесою
зное общ

ество культурной 

связи с заграницей

。
ロ
シ
ア
を
訪
れ
る
外
国
人
の
接
待
と
各
国
で
の
文
化

交
流
の
促
進
を
目
的
に
一
九
二
五
年
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
妹
オ
リ
ガ
・
ダ
ヴ
ィ

ド
ー
ヴ
ニ
ャ
・
カ
ー
メ
ネ
ヴ
ァО

льга Д
авы

довна К
аменева

（
一
八
八
三

〜
一
九
四
一
）
を
会
長
と
し
て
モ
ス
ク
ワ
に
設
立
さ
れ
た
。
戦
間
期
の
ヴ
ォ

ク
ス
の
西
洋
諸
国
向
け
活
動
の
包
括
的
研
究
は
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
＝
フ
ォ
ッ

ク
ス
に
よ
るIbid

を
参
照
。

★
28 

前
掲
秋
田
『
五
十
年
生
活
年
譜
』
、
一
二
四
頁
。

★
29 

エ
ヴ
ゲ
ー
ニ
ー
・
ゲ
ン
リ
ホ
ヴ
ィ
チ
・
ス
パ
ル
ヴ
ィ
ン
（
一
八
七
二
〜

一
九
三
三
）
は
ロ
シ
ア
の
日
本
学
者
。
ロ
シ
ア
帝
国
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

ル
ク
大
学
で
東
洋
学
を
修
め
、
世
紀
転
換
期
に
日
本
に
留
学
し
た
後
、
ウ
ラ

ジ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
の
国
立
極
東
大
学
や
東
洋
学
院
で
の
教
育
に
従
事
す
る
。
多

く
の
日
本
語
教
材
や
日
本
研
究
書
を
著
し
て
帝
政
・
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
時
代
に

渡
っ
て
ロ
シ
ア
の
日
本
研
究
を
リ
ー
ド
す
る
の
み
な
ら
ず
、
ヴ
ォ
ク
ス
日
本



23 秋田雨雀のソヴィエト経験（1927）

支
部
長
を
務
め
て
二
〇
年
代
の
日
ソ
文
化
外
交
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
。
ス
パ
ル
ヴ
ィ
ン
の
生
涯
に
つ
い
て
はЕрмакова, Э

.В. / Ды
бовский, 

А
.С

., Е.Г. С
пальвин: страницы

 биограф
и, Ды

бовский, А
.С

. (ред.) 

П
ервы

й проф
ессиональны

й японовед России, В
ладивосток, 2007, 

С
.7-35

。

★
30 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
ソ
連
側
の
史
料
か
ら
改
め
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

少
な
く
と
も
二
五
〜
七
年
の
秋
田
の
日
記
や
回
想
録
に
は
大
使
館
で
ソ
連
行

き
の
便
宜
を
図
っ
て
く
れ
た
人
物
と
し
て
「
ス
パ
ル
ヰ
ン
教
授
」
の
名
前
が

頻
出
す
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
秋
田
の
旅
行
前
、
大
使
館
を
通
じ
て
彼
の
戯

曲
「
幼
児
の
殺
戮
時
代
」
（
初
出
『
我
観
』
一
九
二
四
年
四
月
、
翌
年
に
戯

曲
集
『
骸
骨
の
舞
踏
』
叢
文
閣
と
し
て
刊
行
）
が
ロ
シ
ア
語
に
翻
訳
さ
れ
て

ヴ
ォ
ク
ス
会
長
カ
ー
メ
ネ
ヴ
ァ
に
送
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
前

掲
秋
田
『
五
十
年
生
活
年
譜
』
、
一
二
六
頁
）
。
秋
田
と
カ
ー
メ
ネ
ヴ
ァ
の
モ

ス
ク
ワ
で
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
同
時
期
に
ソ
連
を
訪
れ
た
日
本
知
識
人
の

事
例
と
共
に
別
稿
で
論
じ
た
い
。

★
31 

米
川
正
夫
（
一
八
九
一
〜
一
九
六
五
）
は
日
本
の
ロ
シ
ア
文
学
研
究
者
。
ド

ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
や
ト
ル
ス
ト
イ
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
ロ
シ
ア
文
学
の

翻
訳
・
研
究
で
知
ら
れ
る
。
二
七
年
当
時
は
陸
軍
大
学
校
の
ロ
シ
ア
語
教
官

を
務
め
て
い
た
。

★
32 

尾
瀬
敬
止
（
一
八
八
九
〜
一
九
五
二
）
は
日
本
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
文
化
研
究
者
。

日
露
芸
術
協
会
の
設
立
に
寄
与
し
、
芸
術
や
教
育
、
経
済
、
農
村
文
化
と
広

く
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
文
化
を
紹
介
す
る
文
献
を
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
に
渡
り
一
貫

し
て
著
し
続
け
た
。

★
33 

鳴
海
完
造
（
一
八
九
九
〜
一
九
七
四
）
は
日
本
の
ロ
シ
ア
文
学
研
究
者
。
秋

田
の
同
郷
人
で
あ
り
ロ
シ
ア
語
に
堪
能
な
こ
と
か
ら
彼
に
同
行
。
日
本
語
講

師
と
し
て
一
九
三
六
年
ま
で
ソ
連
で
研
究
活
動
を
行
う
。
現
地
で
の
プ
ー
シ

キ
ン
関
係
文
献
の
蒐
集
は
現
在
も
高
く
評
価
さ
れ
る
。
日
ソ
文
化
交
渉
の
研

究
に
お
い
て
見
直
し
が
進
む
人
物
で
あ
る
。
例
え
ば
、
青
森
県
近
代
文
学
館

編
『
鳴
海
完
造
と
秋
田
雨
雀
』
青
森
県
近
代
文
学
館
、
二
〇
一
二
年
。

★
34 

同
前
、
一
頁
。
前
掲
太
田
『
「
ロ
シ
ア
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
を
生
き
る
』
、

二
八
二
〜
四
頁
な
ど
。

　
　

 
 

な
お
、
笠
間
氏
に
よ
る
秋
田
へ
の
批
判
は
正
当
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。

革
命
記
念
祭
は
党
を
追
放
さ
れ
る
直
前
の
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
に
と
っ
て
最
後
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
も
あ
り
、
一
九
二
七
年
一
一
月
七
日
の
式

典
で
も
彼
ら
の
抗
議
活
動
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
近
年
の
研
究
で
も
知
ら
れ
て

い
る
（Fayet, Jean-François, Les com

m
ém

orations du X
e anniversaire de 

la révolution d’O
ctobre., C

arnets de bord no.12 (2006), p.32
)

。
こ
こ
で

笠
間
は
バ
ル
ミ
ン
や
ド
イ
ッ
チ
ャ
ー
と
い
っ
た
ソ
連
か
ら
亡
命
し
た
反
ス

タ
ー
リ
ン
派
の
人
物
の
回
想
録
や
伝
記
か
ら
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
抗
議
活
動
を

強
調
す
る
記
述
を
持
ち
出
し
、
こ
れ
に
対
し
て
秋
田
の
日
記
で
は
パ
レ
ー
ド

に
見
と
れ
て
「
政
治
的
緊
張
の
片
鱗
さ
え
感
じ
な
い
」
と
批
判
し
て
い
る

（
前
傾
笠
間
「
小
説
『
道
標
』
の
人
々
−
−
一
九
二
七
／
二
八
年
冬
モ
ス
ク

（
二
）
」
、
五
六
二
頁
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
に
、
事
件
の
後
か
ら
書
か
れ

た
回
想
録
と
同
時
期
に
書
か
れ
た
日
記
を
比
較
す
る
こ
と
は
史
料
操
作
の
上

で
、
大
き
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
内
の
対
立
問

題
に
つ
い
て
秋
田
は
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
を
通
じ
て
少
な
く
と
も
そ
の
存
在
自
体

は
認
識
し
て
い
る
し
（
前
掲
秋
田
『
秋
田
雨
雀
日
記
』（
第
二
巻
）
四
三
頁
）
、

さ
ら
に
そ
の
事
件
が
党
機
関
紙
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
で
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を
出
版

物
の
中
で
も
記
載
し
て
い
る
（
前
掲
秋
田
『
若
き
ソ
ウ
エ
ー
ト
・
ロ
シ
ヤ
』
、

二
六
八
〜
九
頁
）
。
従
っ
て
、
秋
田
の
態
度
が
ソ
連
体
制
寄
り
で
あ
っ
た
に

せ
よ
緊
張
の
「
片
鱗
さ
え
感
じ
な
い
」
と
い
う
評
価
を
下
す
の
は
早
計
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。　
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★
35 

前
掲
秋
田
『
五
十
年
生
活
年
譜
』
、
一
二
五
〜
六
頁
。

★
36 

前
者
は
現
在
の
『
読
売
新
聞
』
。
当
時
、
両
紙
は
『
東
京
日
日
新
聞
』
や
『
國

民
新
聞
』
『
東
京
朝
日
新
聞
』
と
共
に
大
正
時
代
に
は
大
き
な
影
響
力
を
有

し
て
い
た
。

★
37 

秋
田
雨
雀
「
ソ
ウ
エ
ト
・
ロ
シ
ヤ
の
芸
術
概
観
」
（
刀
禰
館
正
雄
編
『
最
近

の
英
露
支
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
二
八
年
に
所
収
）
。
本
記
事
は
二
八
年
五

月
の
最
近
外
國
事
情
講
演
会
」
の
速
記
録
を
も
と
に
し
て
お
り
、
後
に
『
最

近
の
ソ
ウ
エ
ー
ト
・
ロ
シ
ア
』
帝
国
教
育
会
出
版
部
、
一
九
二
九
年
に
再
録

さ
れ
た
。
帝
国
教
育
会
は
戦
前
の
日
本
の
教
育
者
・
教
育
関
係
者
に
よ
る
全

国
機
関
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
（
同
会
の
二
〇
年
代
ま
で
の
活
動
に

つ
い
て
は
、
帝
國
教
育
會
編
『
帝
國
教
育
會
五
十
年
史
』
帝
國
教
育
會
、

一
九
三
三
年
）
、
秋
田
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
経
験
は
左
翼
以
外
の
人
々
に
も
広
く

読
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

★
38 

歴
史
社
会
学
者
の
竹
内
洋
氏
は
、
学
会
報
告
や
学
術
論
文
の
発
表
と
い
っ
た

専
門
性
を
前
提
と
し
た
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
専

念
す
る
専
門
知
識
人
に
対
し
て
「
公
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
テ
レ
ク
チ
ュ
ア
ル

共

知

識

人
」
を
「
誰
も
が
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化
問
題
に
対
し
て
、
専
門
家
に
む

け
て
で
は
な
く
、
知
的
公
衆
に
意
見
を
具
申
す
る
知
識
人
」
と
し
て
定
義
し

て
い
る
。
公
共
知
識
人
は
古
来
よ
り
存
在
す
る
が
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
や
中
等
・

高
等
教
育
の
発
展
を
通
じ
て
本
格
的
な
市
民
的
公
共
圏
が
確
立
す
る
時
代

（
日
本
で
は
昭
和
初
期
）
に
、
彼
ら
の
社
会
的
影
響
力
が
急
速
に
拡
大
し
た

と
い
う
（
竹
内
洋
『
大
衆
の
幻
像
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
四
年
、
九
六

〜
七
頁
）
。
本
稿
も
原
則
と
し
て
、
竹
内
氏
の
以
上
の
理
解
に
従
う
も
の
と

す
る
。

★
39 

「
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
書
簡
」
と
は
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
幹
部
の
グ
レ
ゴ
リ
ー
・

ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
（
一
八
八
三
〜
一
九
三
六
）
が
イ
ギ
リ
ス
共
産
党
に
宛
て
た

と
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
英
国
内
で
の
親
ソ
宣
伝
や
革
命
工
作
、
総

選
挙
で
の
労
働
党
支
援
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ
る
。
書
簡
が
英
報
道
機
関

に
リ
ー
ク
さ
れ
る
と
、
対
ソ
融
和
策
を
取
っ
た
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
労
働
党
政
権

の
信
用
は
失
わ
れ
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
党
政
権
の
成
立
に
利
し
た
。27

年
に
は
同
政
権
は
対
ソ
国
交
断
絶
に
踏
み
切
る
。
書
簡
は
現
在
で
は
偽
書
の

可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
。
カ
ー
、E

・H

（
塩
川
伸
明
訳
）
『
ロ
シ
ア
革
命
』

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
（
原
著
一
九
七
九
年
）
、
一
二
三
頁
。

★
40 

ギ
ル
、
グ
レ
イ
ム
（
内
田
健
二
訳
）
『
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
』
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
四
年
（
原
著
一
九
九
八
年
）
八
〜
一
〇
頁
。

★
41 

グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
一
九
一
七
年
一
一
月
七
日
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
で
は
一
〇
月
二
五

日
。
本
稿
で
は
以
後
、
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
表
記
を
用
い
る
）
、
ロ
シ
ア
共
和
国
（
二

月
革
命
後
に
成
立
し
た
臨
時
政
府
）
首
都
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
で
、
ボ
リ
シ
ェ

ヴ
ィ
キ
の
指
導
下
で
労
働
者
・
兵
士
に
よ
る
武
装
蜂
起
が
発
生
、
翌
日
に
は

臨
時
政
府
の
あ
っ
た
冬
宮
が
制
圧
さ
れ
る
。
こ
の
日
は
ロ
シ
ア
十
月
革
命
と

ロ
シ
ア
内
戦
の
出
発
点
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

★
42 C

orney, op. cit., C
h.7 (pp.175-99). Fayet, op. cit., pp.28-32.

★
43 

前
掲
秋
田
『
若
き
ソ
ウ
エ
ー
ト
・
ロ
シ
ヤ
』
、
三
〇
〜
三
二
頁
。 

★
44 Fayet, Jean-François, V

O
K

S: The Third D
im

ension of Soviet Foreign 

Policy: in G
ienow

-H
echt, J.C

.E./ D
onfried, M

.C
. (ed.) Searching for A 

C
ultural D

iplom
acy, N

ew
 York, 2010, p. 42. 

★
45 

前
掲
秋
田
『
若
き
ソ
ウ
エ
ー
ト
・
ロ
シ
ヤ
』
、
三
三
〜
四
二
頁
。

★
46 

前
掲
秋
田
「
カ
フ
カ
ズ
日
記
」
、
二
二
九
頁
。

★
47 
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
で
は
ハ
ル
キ
ウХ

аркiв

、
ロ
シ
ア
語
名
の
ハ
リ
コ
フ

Х
арьков

と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

★
48 

ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
でთ

ბილ
ისი

。
チ
フ
リ
スTiflis

と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
こ

で
は
同
時
代
に
お
け
る
名
称
「
グ
ル
ジ
ア
」
を
用
い
る
。
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★
49 

秋
田
の
記
事
は
注
12
を
参
照
。
米
川
の
記
事
の
初
出
は
以
下
の
通
り
。
米
川

正
夫
「
カ
フ
カ
ズ
雑
記
」
『
文
藝
春
秋
』
一
九
二
八
年
五
月
号
、
二
三
一
〜

四
〇
頁
。

★
50 
同
前
、
一
〇
四
頁
。

★
51 

同
前
、
一
〇
五
頁
。

★
52 

ロ
シ
ア
帝
国
の
「
ア
ジ
ア
」
へ
の
視
線
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
デ
イ
ヴ
ィ
ド
・
シ
ン
メ
ル
ペ
ン
ニ
ン
ク
＝
フ
ァ
ン

＝
デ
ル
＝
オ
イ
ェ
（
浜
由
樹
子
訳
）
『
ロ
シ
ア
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』
成

文
社
、
二
〇
一
三
年
（
原
著
二
〇
一
〇
年
）
が
あ
る
。
特
に
プ
ー
シ
キ
ン

ら
一
九
世
紀
前
半
の
文
学
者
に
よ
る
も
の
に
つ
い
て
は
第
四
章
（
八
一
〜

一
一
八
頁
）
を
参
照
。

★
53 

前
掲
秋
田
「
カ
フ
カ
ズ
日
記
」
、
二
三
一
〜
二
頁
。
秋
田
が
挙
げ
た
旅
行
の

参
加
者
の
う
ち
、
第
二
章
で
取
り
上
げ
る
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
、
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
、

イ
ス
ト
ラ
テ
ィ
、
そ
し
て
第
三
章
で
登
場
す
る
ク
ラ
イ
ン
以
外
に
つ
い
て
簡

潔
に
説
明
す
る
。
「
キ
ン
タ
ー
ノ
博
士
」
こ
と
ア
ル
ト
ゥ
ー
ロ
・
キ
ン
タ
ー

ナA
rturo O

rzábal Q
uintana

（
一
八
九
二
〜
一
九
六
九
）
は
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
左
翼
知
識
人
。
戦
間
期
に
は
ヴ
ォ
ク
ス
を
通
じ
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
ソ

連
の
文
化
交
渉
に
努
め
た
。
彼
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
カ
フ
カ
ス
旅
行
に
つ
い
て

は
次
を
参
照
。Á

vila, N
atalia, U

niversitarios y cultura de izquierda en la 

Argentina de los años ’20 : La trayectoria intelectual de Arturo O
rzábal 

Q
uintana, B

ernal : U
niversidad N

acional de Q
uilm

es, 2017, pp.116-8.

　
　

「
ヘ
レ
ー
ネ
女
史
」
こ
と
ヘ
レ
ー
ネ
・
シ
ュ
テ
ッ
カ
ーH

elene Stöcker

（
一
八
六
九
〜
一
九
四
三
）
は
ド
イ
ツ
の
女
性
運
動
家
・
平
和
運
動
家
。
戦

間
期
に
は
ヴ
ォ
ク
ス
を
通
じ
て
独
ソ
間
の
文
化
交
渉
に
努
め
た
。
包
括
的
な

伝
記
研
究
と
し
て
、W

ickert, C
hristl, H

elene Stöcker, 1869-1943, B
onn, 

1991

が
あ
る
。

★
54 

本
節
の
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
の
経
歴
や
評
価
に
つ
い
て
の
記
述
は
フ
ェ
ー
ン

ダ
ー
ス
の
研
究
に
基
づ
く
。Fähnders, W

alter, „Es geschah in M
oskau“ 

von A
rthur H

olitsher : in Fähnders, W
alter / K

lein, W
olfgang / Palth, 

N
ils (hrsg.) Europa, Stadt, Reisende: Blicke auf Reisetexte 1918-1945, 

B
ielefeld, S.86-90.

★
55 

カ
フ
カ
晩
年
の
一
九
一
二
〜
一
四
年
に
執
筆
。
死
後
刊
行
さ
れ
た
二
七
年
版

の
題
名
は
『
ア
メ
リ
カAmerika

』
で
あ
っ
た
。

★
56 

注
53
を
参
照
。

★
57 

ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
の
対
ソ
文
化
外
交
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
は
以
下
を
参

照
。Lersch, Edger, H

ungerhilfe und O
steuropakunde: D

ie “Freunde des 

neuen R
ußland” in D

eutschland, in: K
önnen, G

erd (hrsg.), D
eutschland 

und die russische Revolution 1917-1924, M
ünchen, 1998, S.622, 631. 

★
58 

初
出
はH

olitscher, A
rthur, D

as Fest R
ussland, D

ie N
eue Rundschau 39-

1(1928), S. 171-201

。
再
録
はH

olitscher, A
rthur, R

eisen, Potsdam
, 1928, 

S. 241-296. 

本
稿
で
は
前
者
を
用
い
る
。

★
59 H

olitshcer, A
rthur, Es geschah in M

oskau: Rom
an, B

erlin, 1929

★
60 Ibid, S.18, 13.

★
61 Fähnders, op. cit., S.99.

★
62 

前
掲
秋
田
「
カ
フ
カ
ズ
日
記
」
、
二
三
一
頁
。

★
63 

前
掲
秋
田
『
秋
田
雨
雀
日
記
』
（
第
二
巻
）
、
五
〇
頁
。

★
64 

同
前
。

★
65 H

olitscher, D
as Fest R

ussland, S.176.
★
66 H

olitscher, Es geschah in M
oskau: Rom

an, S.140.
★
67 
前
掲
秋
田
『
秋
田
雨
雀
日
記
』
（
第
二
巻
）
四
三
頁
。

★
68 H

olitscher, op. cit., S. 146.

★
69 Ibid.
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★
70 Ibid., S. 147.

★
71 Fähnders, op. cit., S.101-104.

★
72 

そ
の
代
表
例
が
、
秋
田
雨
雀
『
ソ
ヴ
エ
ー
ト
・
ロ
シ
ア
に
於
け
る
宗
教
問
題
』

鐡
塔
書
院
、
一
九
三
〇
年
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
内
容
は
、
十
月
革
命
直
後
か

ら
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
各
地
で
激
し
く
実
行
さ
れ
た
ロ
シ
ア
正
教
会
へ
の
弾
圧
政
策

に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
ソ
連
政
府
の
立
場
に
与
し
て
正
当
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

★
73 

カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
の
経
歴
に
つ
い
て
は
主
に
次
の
研
究
に
基
づ
い
て
い
る
。

Janiaud-Lust, C
olette , N

ikos K
azantzaki : sa vie, son œ

uvre ,Paris, 

1970. 

特
に
共
産
主
義
に
影
響
を
受
け
た
一
九
二
〇
年
代
を
扱
っ
た
第
三
章

（pp.181-321

）
を
参
照
し
た
。

★
74 

カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
の
革
命
記
念
祭
へ
の
招
待
の
経
緯
は
不
明
な
点
が
多
い
。『
ト

ダ
・
ラ
バ
』
の
献
辞
に
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
の
名
前
が
最
初
に
挙
が
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
（K

azan, N
ikolaï, Toda-Raba, Paris, 1934, p.3.

）
、
ド
イ
ツ
滞
在

時
代
に
「
新
ロ
シ
ア
友
の
会
」
に
出
入
り
し
て
彼
女
の
知
遇
を
得
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

★
75 

イ
ス
ト
ラ
テ
ィ
の
伝
記
的
研
究
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。Jutrin-K

lener, 

M
onique, Panait Istrati un chardon déracine, Paris, 1970.

★
76 

前
掲
秋
田
「
カ
フ
カ
ズ
日
記
」
、
二
三
一
頁

★
77 

革
命
記
念
祭
直
後
の
二
七
年
一
二
月
の
ソ
連
共
産
党
第
一
五
回
大
会
で
は
、

世
界
革
命
路
線
を
唱
え
て
い
た
ト
ロ
ツ
キ
ー
ら
「
左
翼
反
対
派
」
の
追
放
と
、

国
内
工
業
化
を
優
先
す
る
ス
タ
ー
リ
ン
ら
に
よ
る
第
一
次
五
カ
年
計
画
が

採
択
さ
れ
た
。
そ
の
影
響
は
ト
ロ
ツ
キ
ー
と
近
い
立
場
に
あ
っ
た
イ
ス
ト
ラ

テ
ィ
と
そ
の
友
人
へ
の
迫
害
と
い
う
形
で
、
ま
た
世
界
革
命
方
針
の
放
棄
と

ソ
連
国
内
の
官
僚
化
と
い
う
形
で
現
れ
た
。

★
78 

イ
ス
ト
ラ
テ
ィ
の
『
も
う
一
つ
の
炎
に
向
か
っ
てVers l'autre flam

m
e

』
第

一
部
（
一
九
二
九
年
）
に
は
、
彼
の
二
七
・
八
年
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
経
験
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。
内
容
は
主
に
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
一
つ
は
ロ
シ
ア
国
内
の

旅
行
記
、
も
う
一
つ
は
「
ル
サ
コ
フ
事
件
」
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
。

後
者
は
二
九
年
一
月
に
セ
ル
ジ
ュ
の
義
父
の
ル
サ
コ
フ
が
ソ
連
国
内
で
不
当

に
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
を
告
発
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
第
二
部
と
第
三
部

は
後
に
、
こ
の
時
に
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
と
し
て
弾
圧
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
で
活
躍

し
た
左
翼
知
識
人
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
セ
ル
ジ
ュ
と
ボ
リ
ス
・
ス
ヴ
ァ
ー
リ
ン
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
直
野
敦
「
パ
ナ
イ
ト
・

イ
ス
ト
ラ
チ
と
そ
の
ソ
ビ
エ
ト
旅
行
記
」『
外
国
語
科
研
究
紀
要
』
二
六–

五

（
一
九
七
八
）
、
東
京
大
学
教
養
学
部
外
国
語
科
編
、
六
頁
。

★
79 

『
ト
ダ
・
ラ
バ
』
の
書
誌
状
況
に
つ
い
て
簡
潔
に
触
れ
る
。
本
作
は
ソ
連
か

ら
ド
イ
ツ
に
戻
っ
た
一
九
二
九
年
か
ら
執
筆
さ
れ
、
そ
の
一
部
は
三
一
年
、

フ
ラ
ン
ス
の
雑
誌Revue des Vivants

に
掲
載
さ
れ
た
と
い
う
。Janiaud-

Lust, op. cit., p. 306ff. 

そ
の
三
年
後
、Le C

ahier B
leu

シ
リ
ー
ズ
の
第

一
四
巻
目
と
し
て
完
全
版
が
出
版
さ
れ
た
（
ニ
コ
ラ
イ
・
カ
ザ
ン
の
名
前
で
）
。

K
azan, N

ikolaï, op. cit.. 

本
作
は
彼
の
死
後
、
妻
エ
レ
ニ
に
よ
っ
て
序
文
が

付
さ
れ
た
上
で
再
版
さ
れ
た
。K

azantzaki, N
ikos, Toda-Raba, M

oscou a 

crié Rom
an, Paris, 1962. 

本
稿
で
は
同
時
代
史
料
で
あ
る
三
一
年
の
版
を
用

い
る
。

★
80 

前
掲
秋
田
「
カ
フ
カ
ズ
日
記
」
、
二
三
八
頁
。

★
81 

前
掲
秋
田
『
秋
田
雨
雀
日
記
』
（
第
二
巻
）
、
四
二
頁
。

★
82 

同
前
、
四
三
頁
。

★
83 G

eorgiadou, Eleni, N
ikos K

azantzaki et la culture française.(dissertation 

Littératures) U
niversité d'Avignon, 2014, pp. 221-22.

★
84 K

azan,  op. cit., p. 6

★
85 Ibid., p. 6-7.

★
86 

本
作
を
含
む
震
災
後
に
作
ら
れ
た
一
連
の
戯
曲
は
次
に
収
め
ら
れ
た
。
秋
田
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雨
雀
『
骸
骨
の
舞
跳
』
叢
文
閣
、
一
九
二
五
年
。

★
87 

前
掲
藤
田
『
秋
田
雨
雀
研
究
』
、
六
〇
〜
一
頁
。

★
88 Ibid., p. 240.

★
89 
『
ト
ダ
・
ラ
バ
』
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
民
族
運

動
へ
の
高
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
は
一
九
三
五
年
に
日
本
・

中
国
を
旅
行
し
、
次
の
よ
う
な
旅
行
記
を
出
版
し
て
い
る
。Κ

αζαντζάκης, 

Ν
ίκος , Ιαπω

νία - Κ
ίνα, Α

θήνα: Π
υρσός, 1938

（
初
版
）. 

そ
の
一
部

の
邦
訳
は
以
下
の
通
り
。
ニ
コ
ス
・
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
（
藤
下
幸
子
訳
）
「
『
日

本
中
国
旅
行
記
』
よ
り
」
『
プ
ロ
ピ
レ
ア
』
二
四
号
（
二
〇
一
八
）
、
日
本
ギ

リ
シ
ア
語
ギ
リ
シ
ア
文
学
会
、
一
四
一
−
一
二
四
頁
。

★
90 

前
掲
秋
田
「
カ
フ
カ
ズ
日
記
」
、
二
三
二
頁
。

★
91 Κ

α
ζα

ντζά
κης, Ν

ίκος ,Τ
α

ξιδεύοντα
ς Ρ

ουσία
, Ε

κδόσεις 

Κ
αζαντζάκη, Α

θήνα, 2010, Σ.245, 251.

★
92 

前
掲
秋
田
「
カ
フ
カ
ズ
日
記
」
、
二
三
一
頁
。

★
93 

同
前
、
二
三
二
、
二
三
六
頁
。

★
94 

同
前
、
二
三
三
頁
。

★
95 

二
〇
世
紀
の
世
界
的
な
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
に
つ
い
て
は
、
リ
ン
ス
に
よ
る

古
典
的
な
研
究
（
リ
ン
ス
、
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
（
来
栖
継
訳
）
『
危
険
な
言
語
』

岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
（
原
著
一
九
七
三
年
）
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ロ
シ

ア
及
び
ソ
連
、
ド
イ
ツ
、
バ
ル
カ
ン
地
域
、
中
国
、
日
本
に
焦
点
を
当
て
た

本
書
は
、
冷
戦
終
結
後
に
利
用
可
能
と
な
っ
た
史
料
の
反
映
に
よ
っ
て
、
大

幅
に
加
筆
・
修
正
さ
れ
た
。Lins, U

rlich, D
angerous Language vol.1/2, 

London, 2016/ 2017. 

国
際
連
盟
及
び
国
際
共
産
主
義
運
動
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
は
、
同
書
第
一
巻
の pp. 47-62, 157-277. 

な
お
、
本
稿
で
の
戦
間

期
ま
で
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
史
の
概
説
に
つ
い
て
は
本
書
全
体
の
記
述
を

参
考
に
し
た
。

★
96 

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
問
題
に
つ
い
て
は
フ
ァ
イ
エ
の
次
の
研

究

が

あ

る
。Fayet, Jean-François, Eine internationale Sprache für die 

W
eltrevolution ? D

ie K
om

intern und die Esperanto-Frage, Jahrbuch für 

H
istorische K

om
m

unism
usforschung (H

rsg. H
erm

ann W
eber &

 Egbert 

Jahn),B
erlin, 2008, S.9-23.

★
97 

ヴ
ァ
シ
リ
ー
・
ヤ
コ
ヴ
レ
ヴ
ィ
チ
・
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
（
一
八
九
〇
〜

一
九
五
二
）
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
・
作
家
・
教
育
者
。

幼
少
時
に
失
明
、
モ
ス
ク
ワ
の
盲
学
校
で
学
ん
だ
後
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
通

じ
て
世
界
を
旅
す
る
。
日
本
の
視
覚
障
害
者
の
教
育
に
興
味
を
抱
い
て
来
日
、

多
く
の
文
化
人
と
交
流
を
深
め
、
自
ら
も
日
本
語
で
の
創
作
活
動
を
行
っ
た
。

ソ
連
帰
国
後
は
盲
人
教
育
に
一
生
を
捧
げ
た
。
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
高

杉
一
郎
に
よ
っ
て
主
要
な
作
品
が
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
、
『
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ

全
集
』
全
三
巻
（
み
す
ず
書
房
、
一
九
五
九
年
）
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

★
98 

前
掲
秋
田
『
五
十
年
生
活
年
譜
』
、
四
八
〜
九
頁
。

★
99 

秋
田
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
界
隈
で
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
柴
田
巌
・
後
藤

斉
・
峰
芳
隆
編
『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
人
名
事
典
』
ひ
つ
じ
書
房
、

二
〇
一
三
年
、
五
〜
六
頁
。
他
の
項
目
よ
り
も
相
対
的
に
多
く
の
記
述
が
割

か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
界
隈
で
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、

一
方
で
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
で
の
創
作
的
な
文
章
は
執
筆
し
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
指
摘
も
あ
る
。
秋
田
が
編
集
に
関
わ
っ
た
参
考
書
は
、
秋
田
雨
雀
・
小
坂

狷
二
『
模
範
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
独
習
』
叢
文
閣
、
一
九
二
三
年
。

★
100 

前
掲
秋
田
『
秋
田
雨
雀
日
記
』
（
第
二
巻
）
、
四
五
頁
。

★
101 
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ス
ト
で
二
十
年
間
労
働
者
の
教
育
に
従

事
し
て
ゐ
る
人
」
と
あ
る
。
前
掲
秋
田
「
カ
フ
カ
ズ
日
記
」
、
二
三
一
〜
二
頁
。

★
102 

前
掲
秋
田
「
カ
フ
カ
ズ
日
記
」
二
三
四
頁
。

★
103 

秋
田
は
、
同
じ
く
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
活
動
し
て
い
た
守
隨
一
と
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須
々
木
要
に
三
つ
の
戯
曲
を
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に
翻
訳
さ
せ
て
、
日
本
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
協
会
か
ら
出
版
し
て
い
る
。A

kita, U
ĵaku, Fonto de sudroj; D

anco 

de skeltoj ; N
okto ĉe landolim

oj, Tokio, 1927.
★
104 
前
掲
秋
田
『
五
十
年
生
活
年
譜
』
、
一
三
四
頁
。

★
105 

前
掲
秋
田
『
秋
田
雨
雀
日
記
』
、
四
六
頁
。

★
106 

前
掲
秋
田
『
若
き
ソ
ウ
エ
ー
ト
・
ロ
シ
ヤ
』
、
一
〇
二
〜
八
頁
。

★
107 H

olitscher, D
as Fest R

ussland, S.191-192. 

な
お
、
一
九
二
〇
年
の
第
二
回

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
大
会
で
は
使
用
言
語
と
翻
訳
の
問
題
が
提
議
さ
れ
て
い
た
。

重
要
文
書
は
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
シ
ア
・
英
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
た
が
、

同
時
通
訳
に
は
支
障
を
き
た
し
て
い
た
と
い
う
。Fayet, op. cit. S.10.

★
108 

と
は
い
え
、
そ
の
理
由
は
秋
田
自
身
の
専
門
知
識
の
欠
如
の
み
求
め
ら
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。
一
九
二
七
年
時
点
で
ソ
連
に
関
す
る
情
報
や
訪
ソ
の
経
験
を

有
し
て
い
た
ホ
リ
ッ
チ
ャ
ー
や
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
は
、
秋
田
よ
り
も
早
期
か
つ

大
量
に
現
地
の
社
会
情
勢
に
ア
ク
セ
ス
す
る
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
た
。
そ
し

て
そ
の
環
境
を
生
ん
だ
要
因
は
、
日
本
と
ド
イ
ツ
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ソ
連
と
の

国
交
回
復
や
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
文
化
の
受
容
の
時
差
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

本
稿
で
は
こ
れ
を
論
じ
る
余
白
が
な
い
た
め
、
指
摘
に
と
ど
め
て
お
く
。

★
109 

日
本
側
の
史
料
に
つ
い
て
、
日
露
芸
術
協
会
か
ら
は
一
九
二
五
年
八
月
か
ら

二
十
九
年
一
月
に
か
け
て
会
報
『
日
露
芸
術
』
（
最
初
の
数
号
は
『
日
露
芸

術
協
会
々
報
』
）
が
計
二
四
号
発
刊
さ
れ
、
そ
れ
以
降
も
『
ソ
ヴ
エ
ー
ト
芸
術
』

と
い
っ
た
後
継
誌
が
続
い
て
い
る
。

※　

カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
及
び
イ
ス
ト
ラ
テ
ィ
に
関
す
る
背
景
知
識
や
テ
キ
ス
ト
に

つ
い
て
は
福
田
耕
佑
（
京
都
大
学
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
及
び
曾

我
篤
嗣
の
両
氏
か
ら
、
ま
た
カ
ザ
ン
ザ
キ
ス
『
ト
ダ
・
ラ
バ
』
の
三
四
年

版
の
コ
ピ
ー
の
入
手
に
つ
い
て
は
貝
原
伴
寛
氏
（
東
京
大
学
総
合
文
化
研

究
科
博
士
後
期
課
程
）
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
篤
く

御
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
の
欠
陥
及
び
誤
謬
の
責
任
は
全
て
論
者

に
あ
る
こ
と
を
付
す
。

　
　
　

よ
し
か
わ
・
ひ
ろ
あ
き
（
総
合
研
究
大
学
院
大
学
文
化
科
学
研
究
科
）


